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Ｉ一般教育と教養課程に関する

実情調査報告書

まえがき

新制大学の理念の中核をになうものとされた一般教育の再検討は，今日，大学改革の中心的課題の

一つである。これに関連して，大学における専門課程と教養課程の関係，いわゆる基礎教育の位置づ

け，ないし低学年教育のあり方について，抜本的に再検討を加え，その改善・充実を計ることは，焦

眉の課題となっている。

こうした重要問題に対して，高い理念とすぐれた現実性をもち，しかも長期的展望に立った解答を

用意するためには，まず，現在における一般教育および教養課程の実情を的確に調査し，その長所を

とらえるとともに，その充実をさまたげてきた制度的（行政・財政など）および社会的な原因が，ど

こにあるかを明らかにしなければならない。また，この改善を計るためには，これまで各大学で試み

られた充実のための努力のあとを，具体的に調査するとともに，実施しようとして実施できなかった

計画案についても，十分に再検討しておくことが，大切であると考える。

昨年４月及び本年３月の二回にわたり，本特別委員会は，これら一般教育と教養課程の改善を計る

前提として，次の六点にポイントを置いた実情調査を実施した。

※ここにいう一般教育とは，人文・社会・自然のほか，外国語・保健体育を含む。

Ａ、教養課程の学生数に対する，教育施設・設備の充実度と，教職員数の実状。

Ｂ、一般教育（外国語・保健体育を含む）の担当教官が，研究上ならびに教育上おかれている諸条

件，とくに専門教育担当教官との格差およびその改善への方法。

Ｃカリキュラム・教官の配置などＢ教育計画上での専門課程と教養課程の断絶。

、いわゆる基礎教育が教養課程において占める割合と，一般教育への影響。

Ｅ，大学全体として，教養課程に対して示した特別な配慮，とくに教職員定員・予算配分などにお

ける，学内操作による優遇処置，ならびにその限界。

Ｆ・大学改革の中で実施され，立案され，または提案された一般教育等の改善計画６

これに対して，第一次調査では，全国の国立75大学のうち93.3％に当たる70大学から，第二次調査

では90.7％に当たる68大学から回答を得，このほどその集計結果が得られたので，ここにこれを報告

するものである。
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調査結果の概要

１．教育組織

全国国立大学の半数近くが，一般教育を行なうため，教養部（または教養学部）を設置しているこ

とは周知の通りである。これらの大学においては，一般教育を担当する専任教職員と，一定期間一般

教育の課程を修める在籍学生とが，専門教育のそれと明確に区別されている。しかし，教養部を持た

ない比較的小規模な大学においては，一般教育専任教官を配置しているものと，特に一般教育専任者

を置いていないものとがあり，学生についても，教養課程と専門課程とを区別しているものと区別し

ていないもの，したがって一般教育の実態を，専門教育のそれと明確に対比しながら把握できるもの

とできないものとがある。

そこで，この調査では，回答を寄せられた70大学を，とりあえず教官組織の形態を中心として，次

の三つの類型に分けて分析することにした。

ｔｙｐｅＡ一般教育のための部局（教養部，東京大学教養学部を含む）を有する大学。

ｔｙｐｅＢ一般教育のための部局はないが，（単なる名目ではなく）実質的な意味で，相当数の

一般教育専任教官を配置している大学。

ｔｙｐｅＣ実質的には，一般教育担当教官と専門教育担当教官を区別していない大学。

分類に際しては，主として設問２～１（第２次調査の設問１）への回答を基礎としたが，この項に

回答のなかった大学についても，設問１～１，１～２等を参照して分類を行なった。（中間報告に収

められた第１次調査のみによる分類は，一部修正された。）

この結果，Ａ類型に分類された33大学は，一般的に，６学部以上をもつ総合大学であり，学生の入

学定員も1,000名を越える大規模な大学であることが特徴的である。（このことは，全国国立大学学

生の約３分の２が，教養部等で一般教育を受けていることを意味する。）また，Ｂ類型の17大学とＣ

類型の20大学は，いずれも平均して２学部，学生定員も500～600名という小規模の大学であるが，Ｂ

類型大学の多くが理工系の学部を中心としているのに対して，ｃ類型の大学は教育系大学または教育

学部で一般教育を行なう大学ｶﾐ多く，一般教育と専門教育の両者を兼ねる教官組織を編成しやすい条

件にあることが推察される（図１～２，表１～６参照)。

一方，学生の取り扱いについては，Ａ類型大学では，おおむね学生を一定期間教養部等に所属させ

ることになっているのに対して，ＢＣ類型大学のうち，一般教育課程の学生と専門課程の学生とを明

確に区別できる大学は，わずか３大学であった（図３，表７参照)。

これら，教養部等への在籍制度を採っている大学・学部について制度上の在籍期間を見ると，２年

間が最も多く，１年半がそれに次いでいる（図４，表８参照)。また，これらの大学の一般教育履修

年次は，これとほぼ平行しており，２年次半ばまでに修得させる大学・学部が多いが，他方では３年

間ないし４年間にわたって一般教育科目等を履修させている大学もある。このようないわゆる縦割型

の大学が，小規模の大学，とりわけ一般教育専任教官を置かないｃ類型大学に多いことは注目されよ

う（図５，表９，１０参照)。
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２．教職員学生数

次に，一般教育の実態が，その人的構成の面から問題にされなければならないのは，それを担当す

る教職員やそこに籍を置く学生が，専門教育と明確に区別されている大学においてであろう。これら

のＡ・Ｂ類型大学に関して，まず，一般教育教職員学生数が教養部をふくむ全学部（病院，研究所，

附属学校，事務局，学生部，図書館等を除く）に占める位置は，図に示す通りである。従前から指摘

されて来たように，全学部・教養部の１割強の教官，１割にも満たない職員が，４割もの学生を担当

していることが明らかである。こうした一般教育・専門教育間の格差が，教養部のないＢ類型大学よ

りも，教養部を持つＡ類型大学において著しいことは，次の対教官学生数及び対職員学生数のグラフ

に示される通りである（図６，７，表11参照)。

さらに，教官団のみについて見れば，一般教育のそれは，助手の少ない頭でっかちな構成である。

一般教育においては，若い教官層とくに助手が，学生との接触において重要な意味をもつにもかか

わらず，その枠が極端に少ないため，実験・実習・セミナー等が空洞化し，教務的にはもとより，学

生補導の面でも重要な欠点となっている。

また定員不足等のため学内併任教官や学外からの非常勤教官への依存率が高いことも特徴と言え

る。そして，おそらくは，以上の悪条件を緩和するため，学内措圃として一般教育へ融通された教官

定員枠が，一般教育全教官定員の約１割にも及んでいることは無視できない(図８，表12～15参照)。

３．授業

では，このような制度，人的構成のもとで，どのような授業が行なわれているのであろうか。回答

66大学の一般教育授業コマ数の系列別，授業形態別比率は下図の通りである。なお，図示はしていな

いが，類型別の特色としては，ｃ類型大学において，自然科学の授業がやや少なく，その反面，演習

形式，セミナー形式の授業がやや多い事が挙げられるであろう（図９．１０．表16参照)。

これらの授業を担当者別に見ると，Ａ，Ｂ類型大学の場合，一般教育専任教官が63％専門教育専任

教官（学内併任等）が16％を担当しており，一般・専門の教官区別のないＣ類型大学では，専任教官

の担当コマ数が75％となっている（図11,表17参照）

また，基礎教育科目や学部要望科目開設大学数は，それぞれ51％，２４％となっているが，当初目標

としていた一般教育に対する影響等は，このたびの調査では明らかにできなかった。

４．教官の教育・研究条件

授業に対する専任教官のかかわり方は，担当学科や大学の種類によって異なっている。

まず，週間の授業負担は，外国語が最も多くて約6.5コマ，次いで体育の６，自然５，人文・;社会

のそれぞれ3.5となっている。大学類型別では，担当教官が教養部等に固定されているＡ類型におい

て授業負担すなわち担当＝マ数が最も多く，次いでＢ類型。そして，専門の授業も兼ねているＣ類型

大学の教官の場合，一般教育担当コマ数は最も少ない（図12,表19,20参照）。

授業一回当り聴講学生数は，人文・社会科学で最も多くて約90名，次いで自然の70,外国語・保健

体育の50となっている。類型別には，Ａ類型，特に社会科学で多人数の授業が多いという結果が得ら

れた（図13,表21,22参照)。

－１１－



厚生補導のための職務については，（Ａ類型の場合）全教官の11％が学生委員などの役職を，チュ

ーター制を実施している大部分の大学ではその教官の77％がチューターを兼ねていることが明らかに

なった（表23参照）。

チューター制度は，教官にとって大きい負担になっているが，その反面，表11から考えて，４０名以

上の学生をうけもたねばならないため，事実上，手がまわりかねる状況にあり，時には名目化する危

険性さえ，なしとしない。またこの制度は，学術研究・特別授業・個人指導など，学務的な面から学

生をひきつけることに意義があるが，表33の示すように，そうした面では学生との交流はほとんど行

なわれていない。従って教官の労力が浪費されているということも考えられる。

一方，一般教育担当教官（ここではＡ類型のみ）の研究上の地位や諸条件については，概略次のよ

うな点が明らかになった。すなわち，博士号保有者延べ23％,大学院兼担者延べ10％,科研費等の研究

助成金を受けた者８％，海外留学者10％等（図14,表24～27参照）とくに，研究助成金において，特

定研究・総合研究・海外調査などの大型の研究を担当する者が非常に少なく，一般研究・奨励研究な

ど，小型の研究を担当するものがそのほとんどであることは，教官の中に学界のリーダーシップをと

れるような大研究者が，非常に少ないことを意味する。そのことは，博士の学位をもつ教官において

も，その取得が比較的容易とされている理学博士が，全体の四分の三を占めていることとも関係があ

る。大学院担当教官が事実上５％にすぎないことは，研究者としての条件を著しく不利にしている

が，その５％もほとんどのものは，大学院では講師的な立場におかれ，研究費の配分にもあずかれ

ず，指導学生も持っていないのが実情である。一般教育担当教官は，チームを組んで大型研究にとり

組むことも，大学院学生の協力のもとに長期にわたって組織的な研究を行なうことも，不可能な状態

におかれている。研究条件の面では，大学院をもたない大学においてはさらに不利で，研究助成金を

うけているものはＡ型に集中し，大型の研究機材等もすべて同様で，海外留学においても全く不遇で

ある。教育機関ではあっても，研究機関としては位置づけられていないということは，国立学校設置

法等の規定によって付属研究施設等はゼロ，大型研究機材等も全く待たない教養部が圧倒的に多いと

いう実情からほぼ明らかであろう（表28参照）。

５．特色ある教育制度，教育活動

最後に，この調査では，このような教育・研究条件の中で，各大学が一般教育や教養課程の充実の

ために行なって来た様々な特色ある教育制度・教育活動を知ることにもねらいが置かれた。その結果

の主なものは次の通りである。

まず，－年次生のための専門教育実施大学は5996,上級生のための一般教育実施大学は24％，同じ

く外国語の授業は26％であった。また，総合コース実施大学は30％，一般教育セミナー24％，視聴覚

教育39％，さらに，チニーター制実施大学は92％，講演会・映画会など学生の社会的教養を高めるた

めの特別企画実施大学41％，指定図轡制度53％等々。これらの結果から，各大学において，一般教育

等の改善・充実のために行なわれて来た様々な努力の一端がうかがえるであろう（図15,表29～39参

照)。

しかし，全体的にみれば，今後さらに改善の余地が多いように思われる。専門教育と一般教育の断

－１２－
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絶は，大学教育の－大欠点であるが，これを結びつけて総合カリキュラムを組むためには，単位の相

互振替え，低学年における専門教育の拡充，高学年のための一般教育の特設などが，大幅に行なわれ

ねばならない。表29～31の示す通り，特にＡ型大学においては，そうした面での取組みが，なお不十

分であることを示している。また，学部においては研究室制度を通じて学生の研究を援助している

が,一般教育のための研究会はほとんどなく,それに代わる研究組織もなく，大学側としてのとりくみ

がほとんどみられない(表38,39)｡これは学生補導の面にもよからぬ影響を与えていると考えられる。

このたびの調査により，わが国の国立大学における一般教育や教養課程について，その実情の一部

を明らかにすることができた。しかし，当初目標としながらこれまでの調査では解明できなかった問

題点や，これらの調査によって新たに提起された疑問点を明らかにするためには，今後さらに第

３次，第４次の調査，例えば，一般教育等担当教職員や学生・卒業生等を対象とする意識調査等が望

まれることを附言しておきたい。

調査結果の詳細

(表１）一般教育教官組織

（設問２－１－１，貴学における一般教育のための教官組織は，以下のいずれに該当しますか)。、

大学数（９６）

Ａ一般教育のための部局（教養部，東京大学教養学部を含む）

を有する。

Ｂ一般教育のための部局はないが，（単なる名目ではなく）

実質的な意味で，相当数の一般教育専任教官を配置している。

Ｃ実質的には，一般教育担当教官と専門教育担当教官を区別

していない。

Ｄその他

(47.0）

(24.2）

3１

1６

(27.3）

（1.5）

1８

１

total （100）6６

(表２）一般教育担当部局 (設問１－１）

total typeA tｙｐｅＢ typeC

1．教養部

2．教養学部

3．文理学部

4．教育学部

5．その他の学部

6．一般教育委員会

7．その他の組織

３及び４

４及び５

５及び６

４，５及び６

３
１
０
１
－
０
１
４
１
１
２
１

３
１

１

学大

(47.1％）

(1.4）

(0）

(15.7）

（７．１）

（1.4）

(20.0）

（１．４）

（１．４）

（２．９）

（１．４）

(97.096）

（3.0）

（0）

（ｏ）

（ｏ）

（０）

（0）

（０）

（0）

（0）

（０）

（０％）

（0）

（0）

（0）

(23.5）

（0）

(64.7）

（0）

（0）

（５．９）

（５．９）

１
０
０
１
１
１
３
１
１
１
０

１

学大

（5.0％）

（0）

（0）

(55.0）

（5.0）

（5.0）

(15.0）

（5.0）

（５．０）

（５．０）

（0）

０
０
０
０
４
０
１
０
０
１
１

１

学大

total ７００００） ３３０００） １７０００） ２００００）
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(表３）－股教育担当教官の配置 (設問１－２）

jｅｌｊ

０－０９t

【］（［ 】【［１ [Ｉ（［Ｉ

、【【１ 【］【【 【］【【 】（［

[］［Ⅲ Ｕ［［］ ①〔5-0

〕【［

］（［

【】（［、 ﾋﾟｺ田口＿に

【］（（」 【】（〔｢】ノ巴ｒｌｎに

【］（【］ ］（〔

Ｄ【ｌＵＵ 、（10[］

注①選択肢が回答者によって－部書きかえられている。

リ

－１４－

total ｌｔｙｐｏＡｌｔｙｐｏＢｌ
1．表２の各部局

(又は組織）の専

任教官として固定

されている。

2．全学的なローテ

－ションにより

交代で専任教官と

なる ｡

3．学部内のローテ

－ションにより

交代で専任教官と

な ＣＯ

４．－部の教官は圏

定しているが，一

部は交代で専任教

宮となる。

5．専門課程と教養

課程を区別せず，

原則として全教官

が両者を担当する

6．形式的には一般

教育担当教官をお

<が，実質的には

例外を除き，全教

官が専門・一般の

両課程を担当する。

7．その他

５及び６

５及び７

Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
Ｊ

％３
４

３
６

６
４
４

４
０
０
１
４
８
．
．
．
８
１
１

６
１

く
く

く
く

く
く

く
く
く

①
５

０
０

３
３
６
１
１

１

４
１

学大

大学3３（100％）

ｏ（ｏ）

Ｏ（0）

ｏ（ｏ）

ｏ（0）

Ｏ（0）

Ｏ（ｏ）

０（Ｏ）

0（ｏ）

、
，
ノ

、
ノ

、
ノ

、
ノ

、
ノ

、
ノ

、
ノ
、
ノ
、
ノ

ノ
０
０
Ｊ

万
Ｉ

Ｃ
グ

〔
。

〃
◎

ん
誰

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ

Ｒ
）

Ｉ
７
０
０

６
１

１

く
く

く
く

く
く

く
く
く

０
０

０
２

１
１

３
０
０

１学大

to垣Ｉ 7０（100） 3３（100） 1７（100）



(表４）全国国立大学における教養部等の有無① (参考）

（％）

大学３３②

４２

教養部等を置いている大学

教養部等を置いていない大学

（４４．０）

（56.0）

total （100）7５

注①「昭和46年度全国大学一覧」文教協会による。

②北海道大学を含む。

(表５）類型別大学数とその学生定員

.⑤田

］（］DＣ ］（２８－６

ヨ①’６６．３９２〔lOC q４－Ｈ９ｉ「６FDB ＤＩＺ【ＩｇＧ

ヨエ ９４８

①前掲「全国大学一覧」による。

、、

(図１）各類型に属する大学数

■Ｐ

Ｃ２ｏ大学

Ａ３３大学

Ｂ１７大学少

(表５による）
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(表６）大学類型別学部数①

total学 部名 typeCtypeA typeB

２
２
１
９
０
０
７
０
５
８

３

学大

大学0（０

０（0

３（１．１

１（０．４

１（０４

０（０

０（0

１（０．４

０（0

１（0.4

０（0

３（１．１

１（０．４

２（０．７

３（１０１

０（０

７（２．５

０（0

１（０４

０（0

１（0.4

０（0

３（１．１

０（0

0（0

1（0.4

１（０．４

０（０

１（0.4

０（0

0（0

0（０

１（0.4

０（0

１（0.4

０（0

１（0.4

０（0

0（0

０（Ｃ

Ｏ（０

１（０．４

４（１．４

０
１
７
０
０
２
０
０
０
０
０
４
０
０
０
０
４
０
０
０
０
１
３
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
１
０
１
０
１
１
０
０
０
０

１

学

１．教菱

２．文理

３．教青

４．文

５．文教育

６．外国語

７．人文

８．社会

，．法文

10.法

ｎ．政経

12．経済

13．経誉

１４． 商

15.理

１６．理エ

１７．工

18.基礎工

19．工芸

20．電気通信

21．商船

22．鉱山

23.農

24．園芸

25．獣医

26．畜産

27．水産

28．水畜産

29．繊維

30.医

３１． 歯

32.薬

33.体青

34．美術

35．芸術工

36．音楽

37．家政

38．教育，第＝部

39.外国語,第二部

40．法文，第二部

41．政経，第二部

42．経営，第二部

43．工，第二部

２
３
１
０
１
２
７
１
５
９
１
０
２
２
４
２
１
１
１
０
０
１
８
１
１
１
４
１
２
５
７
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
４

５
１

２
２

４
２

２
１

学大 Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

％７
１
１
６
４
７
５
４
８
２
４
１
７
５
７
７
２
４
４
４
４
０
４
４
４
４
４
７
９
５
９
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

■
Ｇ
Ｂ
■
●
□
■
■
■
■
●
●
■
●
の
●
■
●
●
■
巾
●
●
□
の
Ｂ
ａ
■
⑤
ｐ
●
●
●
中
中
●
ひ
●
●
●
ロ
●

０
１
８
３
０
０
２
０
１
３
０
７
０
８
０
０
４
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
８
２
３
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１

１
１

１

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

７
７
０
２

５
８
８
４
６
４
５
７
３
４

８
４
４
１
４
４
５
５
９

４
４

□
■
■
■

Ｐ
●
■
●
●
勺
●
●
●
ｐ

Ｃ
●
■
Ｏ
Ｓ
●
■
●
の

０
０
１
３
０
０
２
０
１
２
０
４
０
０
７
０
０
０
０
０
０
０
７
０
０
０
１
０
０
８
２
３
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

●
①

１
１

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
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く
く
く
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く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
ｆ
く
く
く
く
く
く
く
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く
Ｉ
珍
し
く
く

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
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Ｊ
Ｊ
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●
■
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●
Ｂ
●

０
０
６
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
９
１
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

く
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し
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
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）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

３
１
０
１
２
９

１
２

２
０
０
０
０
２
１
１
０
３
１
１
４
７
１
０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
０

２
２

１

ＬＰ

DＪ

total

部数

計大

２８１０００）’２０５（730）

“｜鋼“７０

３９０ａ，）

２．３

１７

3７（13.2）

１．９

２０

学
集 平均

学数

①前掲「全国大学一覧」による。②全281学部に対する割合。
－エ６－



〔図２〕各類型に属する大学の学部数平均と学生定員平均

A□Ｂ囮Ｃ歴ヨ▲
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人

６
５
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４ 800
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＃

400２
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０

学部数平均 学生定員平均

(表5,6による）

(表７）一般教育学生組織

(設問２－１－２賞学における一般教育組織について，学生の取り扱いは，以下のいずれに該当し

ますか)。

円

L】ぜ児

98.ｂ暁 〕（（」
rＵ

ｈＩ

］【〔 Ⅲ
ｈ■

めの部信

床で。一般覇[菅

牛レカエ区ケ

教育のための分

没教育課程１３０（45.5 ］（し

Ｈ
叩「1

L｣

伝

〕（〔
r1

L｣

5６（IＯＵ 日
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(図３）一般教育学生組織

Ｅ：教養部を持つ大学

Ｆ：教養部はないが，教養課程を

設けている大学

Ｇ：一般・専門の区別のない大学

Ｈ：その他

(表７による）

(設問２－２）(表８）教養課程在籍期間別学部数①

911字ｉＩＯ工

５０．０９６〕「￣￣0（Ｃ ］（【］

運１０（［ ］（［

=］ｕｎＤ－Ｌ

］（［ ）（Ｃ

ｹﾞｌＵ（［

二１０（【】 、「【］ 【Ｉ（〔、．下

５〔１０［[】【［ 40-（Ｉ

【】【【】 ］［〔

隆’Ｏ〔Ｃ 、［〔 ］【［

iＥ

、【【］ 、（し、（［

、「（ 、（［ ）【【】

、（［ ヲＩｌＵＣａ丑阻 Ｊ（ＤＺ－Ｃ］Ｉ【】［

］（［］（Ｕ

］【［

］（Ｌ 【】【411上 ■Ｌ□巴

〕（［］ 〕（［ 【】（（］

］（【矢ＩＣ 、【【

Ｈ三１０（Ｃ Ｊ（、

産１０（し Ｊ（【］ ］（〔

錘１０（〔 ］（［｢】【［］

］（［、（〔J＿Ｉ矢

Ｊ【［ ］（Ｃ 月【ｌＤｕ Pb（【【Ｈｊ

］（［ [、【１，【Ｉ

１２ｎｌｊＺ－【可Ⅲ［。Ｕ】

注①集計はＡＢ類型のうちの33大学による。なお，同一大学同一学部のうち，学科．課程等により在籍期

間の異なるものは，便宜上別学部として集計した。また，夜間部は除いた。
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学部名 ０年～(1未満） 1年～ 1.5年～ 2年以上 t⑪垣Ｉ
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(図４）教養課程在籍期間

注：教養課程在籍期間別学部数（表８による）

(表９）縦割大学と横割大学（一般教育履修年次別大学数①） (設問１－６）

total typeCtypeA typeB

大学 大学 大学 大学次
次
次
次

年
年
年
年

１
２
３
４

（0％）

(64.7）

(16.2）

(19.1）

（ｏ）

(87.5）

（9.4）

（3.1）

（ｏ）

(62.6）

(26.3）

(21.1）

（ｏ）

(35.3）

(17.6）

(47.1）

で
で
で
上

ま
主
ま
以

０
８
３
１

２

０
０
６
４

１

０
４
１
３

４
１
１

０
６
３
８

total 3２（100）６８０００） １７０００） 19000）

集計大学数’６８ ３２ 1７ 1９

注①各大学とも一般教育履修期間の最も長い学部によって分類した。従って，例えば４年次までに一般

教育を履修させる学部が－つでもあれば，その大学は４年次以上の項に加えられている。なお，夜間

部については除外した。

(図５）縦割大学と横割大学（一般教育履修年次別大学数）

H１typeA
3２

typeB
１７

、

typeC
１９

３年次まで４年次まで

（表９による）

２年次まで

－１９－

2８ ３ １

６ ３ ８

1０ ５ ４



(表10）縦割学部と横割学部（一般教育履修年次別学部数①） (設問１－６）

年次２ ま1年吹 で ３年次
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①集計は68大学による。なお，同一大学|司一学部のうち，学科・課程等により在籍期間の異なるもの

は，便宜上別学部として集計した。また夜間部は除いた。

②二年次の授業時間数のうちに一般教育の占める割合。

③二年次までに一般教育を履修させる学部数（Stotal）に対する割合。

注

－２０－



(表11）一般教育教職員学生数と全学部教職員学生数 (設問２－３２－４）

total typeA typeB

専任教官数

一般教青

全学部・教養部②

一般教育の占める制合

専任識員数③

－股教青

全学部・教養部

一般教育の占める割合

学部及び大学院学生数④

－般教青

全学部・教養部

一般教育の占める割合

対教官学生数⑤

－般教青

全学部・教養部

対職員学生数⑥

一般教青

全学部・教養部

人

2,411

２０，２９８

(11.996）

人

２，３１３

１９，８６１

(11.6）

人

９８

４２９

(22.8）

１，１１８

１５，，２３

(7.0）

４８

２０２

(23.8）

】，070

15,721

（6.8）

７８，３３５

１９１，５４４

（40.9）

76,258

185,417

（411）

2,077

６，１２７

(33.9）

32.5

９．４

33.0

９．３

２１２

１４．３

43.3

30.3

７０．１

１２．０

7１．３

１１．８

注①集計は，ＡＢ類型のうち，一般教育担当教職員，教養課程在籍学生数の明確な33大学による。

②附属病院，附置研究所，附属研究施設，附属学校，事務局，学生部，附属図響館等を除く。以下同

じ。

③教官を除く。

④学部・教養部の本科学生数及び大学院学生数。専攻科，別科，選科生，聴識生，研究生等を除く。

⑤導慧:数。

⑧一軍篝篝i圖了。

(表12）一般教育教官数 (設問１－３）

Dｅ旧

内併任教官教②

注①外国人教師を除く。

②この項のみ回答のなかったものを含む。

－２１－

total ｜‘yｐｏＡｌ tｙｐｅＢ

専任教官定員①

うち，学内操作による定員②

専任教官数①

うち，助手数

学内併任教官教②

非常勤教官数

人

２，１２１

204

2,041

1４３

８１５

1，９８７

人
勿
別
別
兜
別
調

７
１
６

７
６

１

９

Ｉ

Ｐ

Ｉ

９

人
河
翠
灯
妬
釦
妃

３
３

３

集計大学数 3７ 2６ 1１



(表13）一般教育教官団の特色 (上記表12による）

tot21 typeA tｙｐｅＢ

定員充足率①

学内操作による定員の比率②

助手の比率③

学内併任・非常勤教官の比率④

学内併任教官の比率

非常勤教官の比率

96.2 97.0 92.8

9.6

7.0

1０．４ 6.1

5.8 13.0

137.3 143.0 109.2

39.9 46.3 ８．９

97.4 96.8 100.3

注。颪鶏欝Ｔｘ１ｏｏ Ｏ

②学ﾋﾞ鵜毒誓圃×10, 0

⑧軍1轤爾÷１０° Ｃ

④学内併任教官数＋非ﾄﾞ;↑勤教1割数
専任教官数

×１００
◎

(表14）全国国立大学教官数（昭和45年度）① (参考）

total

人

③36,782

２，１２６

２８，０３２

６，６２４

（％）｜教授 助教授|識師|助手（

~Fi11il=iliiFii蟇
96)②

:讃
上otal

教菱部

その他の学部

附置研究所その他

(100）

（5.8）

（76.2）

（18.0）

(37.6

（７．１

(34.2

(61.4

Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

文部省「学校基本調査報告書（大学関係)，昭和45年度」による。

それぞれのカテゴリーの全教員数に対する比率。

学長を含まず。学長58を加えると36,840また兼務教員数は10,897

①
②
③

注

(図６）－般教育職員学生数の全学部に占める割合

専征教晦数

専任戦１１数

学部及び大学院
学生数．

一般教育

(表11による）

－２２－

11.9％

／
7.0％

40.9％



(図７）教官一人，職員一人に対する学生の比率

「]-脚厩ﾗｱﾖ全学部･教養部

教官に対する学生の比率

typeA

typeB

職員に対する学生の比率

typeA
,／’，i２

typeB

(表11による）

(図８）一般教育担当教官団の特色

園１０％定日100％

定貝

定貝と突風

助下の比率

併脈・非常

勤の比率

Iiill：

(企、国立大学）

(表13,14による）

－２３－

33人

Ｚ'弘

21人

ＺＺｸｸｊｆｐＦ

71人

ｸＺクグ軍入Ｉ

43人

;ｸｸｸＺＺｸｸｸｸｸＺｸqi/(’



(表15）任用理由別非常勤教官数 (設問１－３）

total typeA typeB

人

1,300（79.3％）
人

1,522（76.6％）
人

222（63.8％）1．専任教官を必要とするが，定員がな

いため。

2．専任をおく程の時間数はないが，必

要な授業科目。

ａ助手の代り

4．その他

109（５．５） 9９（６．０） 10（２．９）

21300.7）

143（７．２）

189（115）

５１（３．１）

2４（６．９）

９２（26.4）

total (100）’１，６３９０００）’３４８（100）1．，８７

集 計 学 数大 3７ 2６ １１

1）系列別形態別一般教育等授業コマ数（1,total）(表1６ (設問２－５）

文｜社会｜自 然｜外国人 語｜保健体育｜その他ｌｔｏｔａｌ

１０

（0％）
２，１４１
（9.6）

４３

（0.2）
７６

（0.3）
２９

（0.1）
Ｏ

（ｏ）
Ｏ

（ｏ）

ｇ
Ｊ
６
Ｊ
６
ｊ
８
Ｊ
０
Ｊ
０
ｊ
０
Ｊ

０
９
６
３
２
２
１

・
６
。
。
・

０
，
７
０
０
０
０
０

１

く
く
く
く
く
く
く

８
Ｊ
３
Ｊ
５
Ｊ
４
Ｊ
８
Ｊ
０
Ｊ
２
Ｊ

９
０
４
６
３
２
声
０
３
３
１

９
．
３
・
・
９
．

●

０
，
８
１
０
４
０
０

３
１

く
く
く
く
く
く
く

0

ｏ
Ｊ
４
Ｊ
５
Ｊ
０
Ｊ
５
Ｊ
０
Ｊ
６
ｊ

兎
２
４
２
４
． ０
３

４
１
２
．

０
４
０
０
，
６
０
１

総合コースの講義
（０
５，９８
(27.0
２，９５
(13.3

４９

（２．２

（

（

（

（
１

（

（

（

Ｊ
８
Ｊ
６
Ｊ
３
Ｊ
０
Ｊ
９
Ｊ
６
Ｊ

□
●
の
０
．
石
Ⅱ
ユ
●

●

〈
Ⅲ
）
｜
ｎ
Ⅱ
》
｜
ｎ
ｍ
〕
（
Ⅲ
）
｜
、
Ⅲ
）
《
如
叩
）
（
叩
）

ジ
グ
Ｄ
Ｂ
、
タ
ゴ
ロ
Ⅲ
『
／
Ｏ
Ｌ
、
タ
グ
Ⅱ
Ｌ
、
ゴ
〃
０
匹
、
タ
グ
Ｕ
Ⅲ
、
〆
Ｊ
、
】

普通の授業

漬習

セミナー・外国書講読

実験・実習
（0

２６

（１．２
１０

（0.5

１
Ｊ

視聴覚教育（ＬＬ・を含む）

その他

２，２９９
(10.4）

１，７６８
（8.0）

５，３７０
(24.2）

９，８１２
(44.2）

２，６２０
(11.8）

３２５

（1.5）
totzUl

注集計大学数66。

２）系列別形態別一般教育等授業コマ数（2,typeＡ）(表1６

人 文｜社会ｌ目 然｜外国語｜保健体育｜その他

７

（0.0）
1,073
（6.9）

２５

（0.2）
２６

（0.2）
Ｏ

（ｏ）
０

（ｏ）
Ｏ

（ｏ）
１，１３１
（7.2）

６
Ｊ
灘
の
肥
の
鉋
の
知
り
Ｏ
Ｊ
７
Ｊ

Ｄ
ｐ
Ｑ
２
Ｌ
０
８
５
ｏ
０
ｊ
ａ

Ｏ

（ｏ）
４，９６４
(31.8）
１，７０１

(10.9）
４１

（0.3）
Ｏ

（ｏ）
１５７

（1.0）
２

（0.0）
６，８６５

(43.9）

Ｏ

（ｏ）
５５５

（3.6）
２

（0.0）
Ｏ

（ｏ）
９０７

（5.8）
Ｏ

（ｏ）
１５６

（1.0）
１，６２０

(10.4）

８
Ｊ
９
Ｊ
０
Ｊ
０
Ｊ
９
Ｊ
０
Ｊ
７
Ｊ
３
Ｊ

９
６
９
℃
銅
必

１
１
１
１

●
●

■

０
０
０
０
０
０
０
１

く
く
く
く
く
く
く
く

総合コースの講義 ％
妬
幽
３
２
５
β
２
２

１
，
９
０
０
０

．
１

０
／
し
〆
く
／
し
〃
し

〆
乢

９
０
４
１
５
０
７
０
５
０
６

０
’
０
・
１
・
８
・
１
・
２

普通の授業

漬智

セミナー・外国書講読

「
】
●
、
Ｉ
グ
［
‐
】
、
Ｉ
夕
【
‐
』

実験・実習

視聴覚教育（ＬＬ・を含む）

その他

（Ｏ

（0
１，５８１

(10.1）
total ロ，□

IＯＣ

注集計大学数32。
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3）系列別形態別一般教育等授業コマ数（3,typeＢ）(表1６

保健体育｜その他 tot21文｜社会｜自 然｜外国語人

顕
の
印
印
加
の
壁
の
脆
の
硬
の
祠
の
８０
０

ｏ
ｐ
ａ
５
尻
１
４
３
ａ
２
２

９
０

０
、
ノ
８
，
Ｊ
０
１
ノ
７
、
ノ
Ｃ
、
ノ
氏
の
氏
、
】
扉

３
６
９
９
５
８

０
、
ノ
１
、
ｊ
０
、
ノ
０
，
ノ
５
、
ノ
０
、
ノ
２
ｍ
】
配
、

９
２

９
３

Ｕ

）
R后

９
０
０
１
ｃ
ｃ
ｆ

『
】
夕
【
】

０
５
５
１
６

Ｊ
５
０
０
６
０
６

、
己
■
【
ソ
１
且
【
Ⅲ
】
【
『
】
【
１
』
Ｆ
Ｌ

０
７
０
０
Ｄ
Ｃ
６

１
】
回
り
ｎ
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
、
Ｕ
一
、

ｊ
８
Ｊ
１
１

Ｊ
５
４
０

『
』

ｄ
ｊ
０
Ｊ
２
Ｊ
０
Ｊ
０
Ｊ
ｎ

晋
胃
苣
映
セ
主
六
胴

寝
雪
．
堅
］
一
首
瓶

ｇ
、
Ⅱ
ノ
【
ソ
、
－
ノ
ｎ
Ｊ
、
１
ノ
、
Ｕ
、
－
ノ
【
し

【
】
、
０
Ⅱ
夕
【
』

注集計大学数16。

4）系列別形態別一般教育等授業コマ数（4,typeＣ）(表1６

然｜外国語｜保健体育｜その他 tｏｍｌ文｜社会｜自人

４
Ｊ
２
ｊ
０
Ｊ
１
Ｊ
２
Ｊ
０
Ｊ
０
Ｊ
ｌ
ｐ
の

１
１

０
１
３

Ｏ

（ｏ）
２３６

（6.8）
７６５

(22.0）
３９５

(11.3）
Ｏ

（ｏ）
４１

（1.4）
４８

（1.4）
１，４１３

(42.9）

Ｏ
Ｊ
８
Ｊ
３
Ｊ
０
Ｊ
３
Ｊ
０
Ｊ
８
Ｊ

７
１
４
２
０
７
８
５

８

（0.2）
１，７１６

(49.2）
８４４

(24.2）
３９６

(11.4）
３２６

（9.4）
４９

（1.4）
１４５

（4.2）
３，４８３
(100）

蕊
(:!
(:！

１ｍ４③１⑭０叩０の０ｍ０⑩一級、
０
９
３
１
３

・
３
．
．

総合コースの講義 （Ｃ
ｌ

（５．

（１．

（ｏ
３

（８．

（ｏ

（２．

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｌ
ｍ

（ｏ、
４

０３．

１

〆
Ｌ
／
Ｌ
〆
１
〆
Ⅲ
〃
山
／
し

普通の授業

演習

セミナー・外国轡講読

０
０
０
０
０

く
く
く
く
く

実験・実習

視聴覚教育（ＬＬ､を含む）

その他

く
－
０ ５２０

(14,9）
６１２

(17.6）
total

注集計大学数18。

(図９）授業コマ数の系列別比率

⑰

、

■

(表16による）
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(図10）授業コマ数の系列別形態別比率

人文

社会

自然

紳
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の
授
業

演
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実
験
実
習

セ
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ナ

そ
の
他

外
国
語
講
読

(表16による）

(設問２－５）(表１７－１）担当者別一般教育等授業コマ数（1,typeA及びＢ）

DｅＨ

８４（６３．０％）１１０．６２０（６８°Ｃ

９－５(]【）（１０［

(表１７－２）担当者別一般教育等授業コマ数（2,typeＣ）

者担当

専任教宮

兼務教官（学外からの非常勤講師等）

2,894（74.9％）

1,068（25.1）

3,862000）total

集 計 学 数 1８大

－２６－

(、



(図11）授業コマ数の担当者別比率

typeA，Ｂ

尋1士叡ﾏ巳

typeC

(表17による）

(表18）基礎教育科目及び学部要望科目開設大学数① (設問１－９）

DｅＢ

4６（６１４［ リ【ｈ７－ｆ ＯＩ５８８ｃ ､．ｂ9ｔ

学部要望科目 1７（24.3） 10（30.3） ５（29.4） 200.0）

集計大学数 3０7０ 1７ 2０

注①この設問に回答のなかった大学は，これらの科目を開設していないものとみなした。

(表19）教官一人当り週間授業コマ数平均，分布表 (設問１－１０）

会ｌ自 然｜外国語｜体授業コマ数｜人 文｜社 青

１～（２未満）

２

３

４

５

６

７

８以上

０
７
４
０
３
０
１
０

１
１
１

８
８
３
２
３
０
１
０

１
１

７
５
９
０
０
１

１
１

２
２
３
８
１
５
２
２

１
１

１
５
４
４
１
１
５
４

１
１

２

Ｍｏ． 3.53.6 5.0 6.5 6.0

注集計は45大学による。

(表20）大学類型別教官一人当り週間授業コマ数平均，最頻数（Ｍｏ.） (設問１－１０）

劃：吾．何

DI

L」 ロー【】

｡巳根 「】＿【】

DＩＩ 5-［

注集計は45大学による。

－２７－

一般教育専任教官 学内併任｜’

専任教官担当 非常勤教官担当



(図12）教官一人当り週間授業コマ数

コーマ

６

５

４

３

２
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0 保
健
体
育

・
外
国
語

社
会

人
文

紗と
CBD､

(表19による）

10）(設問１(表21）授業一回当り聴講学生数平均，分布表

青
－
０
４
０
１
５
６
２
１
１
１
２
１
２
｜
印

２
１

然｜外 語１体

会
－
０
０
５
５
９
６
８
６
５
２
３
３
５
｜
卯

自 国文｜社聴講学生数｜人

０
１
９
８
４
５
４
１
２
０
０
０
２
’
わ

１
１

０
２
６
４
２
０
０
０
０
０
０
１
０
｜
印

２
２

O～(20未満）

０
０
５
３
４
０
７
７
５
０
１
０
４
｜
卯

１
１

２０～

40～

６０～

８０～

100～

120～

１４０～

160～

１８０～

200

220～

240以 上

最頻数（Ｍｏ.）

注集計は56大学による。
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(図13）授業一回当り聴講学生数

人

8０

6０

4０

2０

0 社
会

人
文

白
］
銭

外
国
語
体保

志健

(表21による）

(表22）大学類型別授業一回当り聴講学生数平均，最頻数（Ｍｏ.） (設問１－１０）

人 文Ｉ社 会｜自 然｜外国語｜体 青

Ａ
Ｂ
Ｃ

110

９０

１１０

1５０

１０

９０

０
０
０

７
９
７

tｙｐｅ

ｔｙｐｅ

ｔｙｐｅ

０
０
０

７
５
５

０
０
０

７
５
５

total 9０ 9０ 7０ 5０ 5０

注集計は56大学による。

(表23）厚生補導のための職務を兼ねる教官数 (設問１－１１）

職 務

学生委員など厚生補導または課外活動のための役職

チニーター

】7801.2％)①

1,194(76.9）②

注①Ａ類型のうち24の大学の一般教育専任教官1,595人に対する比率。

②上記のうち，チューター制実施23大学の一般教育専任教官1,552人に対する比率。

－２９－



(表24）博士号保有教官数

（新制・旧制を含む） 8）(設問１

別菰位学
人

（0.5％)①

（0.3）

（２３）

(16.8）②

（0.2）

（１．７）

（０－２）

（0.4）

（0.2）

（0.2）

〔
□
Ｐ
、
【
ｒ内
。

学博

済学博

学博

学博

育学博

学・博

学博

学博

学鱒

の

士
士
士
士
士
士
士
士
士
他

法
経
文
理
教
医
農
工
薬
そ

５
４
８
４
７
３
３

７
２

２

(22.8）374total

（0.3）学位外国 の

注①Ａ類型のうちの25大学の一般教育専任教官1,631人に対する比率。

②理学博士は，博士号を有する374人の73.5％を占める。

(設問１ 8）(表25）大学院兼担教官数①

課程｜修±課程博士total

人

３（0.2％）

２（０．１）

1１（０．７）

，（0.5）

6５（4.0）

３（０．２）

１（０．１）

人人

（0％）

（０．１）

（１．２）

（0.1）

（２．４）

（0.6）

（0）

（0.2％)②

（0,2％）

（１．９）

（０．６）

（６．４）

（0.8）

（0.1）

０
２
０
２

３
４
１
０
５
３

３
１
０
１

１

法学研究科

経済学研究科

文学研究科

教青学研究科

§理学研究科

その他の研究科

他大学・外国大学の大学院

０
０
０

４
１

9４（５．７）7３（４．５）ｌ６７０ｑ２）total

注①集計はＡ類型のうちの25大学による。

②一般教育専任教官1,639人に対する比率。

－３０－



(表26）研究助成金を受けた教育数（1968-70年度，分担者・補助者を含まない）①（設問１－８）

研究助成金種別

人

文部省科学研究費特定研究

がん特別研究

総合研究（Ａ，Ｂ）

試験研究

一股研究（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）

奨励研究

海外調査

分版助成

Ｓｔｏｔａｌ

その他の研究助成金

（0.2％)②

（0）

（0.5）

（0.1）

（４６）

（２，１）

（0）

（0.1）

（７．６）

（０．６）

３
０
８
１
５
５
０
２
４
９

７
３

２１

total 133（８．１）

注①集計はＡ類型のうちの25大学による。

②一般教育専任教官1,639人に対する比率。

(表27）海外留学教官数（1968-70年度）① (設問１－８）

留学資金種別

人

文部省在外研究員 長期

短期

Ｓｔｏｔａｌ

３カ月内外

６カ月内外

１年内外

２年内外

Ｓ，total

３カ月内外

６カ月内外

１年内外

２年内外

Ｓｔｏｔａｌ

（1.6％)②

（０．５）

（２．１）

（３．７）

（０５）

（１．８）

（１．ｏ）

（7.0）

（1.0）

（０）

（０）

（0.1）

（１．２）

(10.2）

６
８
４
０
８
０
６
４
７
０
０
２
９
７

２
３
６

３
１
１
１

１
６

１
１

その他の在外研究資金

私費留学者

total

注①集計はＡ類型のうちの25大学による。

②一般教育専任教官1,639人に対する比率。
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(図14）教官の研究上の地位と研究条件表
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(表24-27による）

(表28） 般教育等の部局に付属する研究施設等を保有する大学数① (設問１－８）

研 究 施 談等種別

軒
１
２
３
４
５
６
１
２
３
４
特
紀

研

究施設等

付極研究所

付属研究施設

付属実験所・天文台など

付属IRI・植物園など

付属博物館・美術館・図響館・戴野館など

体育館など

究機材

電算機

大型実験装置（サイクロト官ン等）

大型設備（大型電子顕微鏡等）

その他

殊文庫

要等

（0％）

（0）

（ｏ）

（ｏ）

(15.2）

(21.2）

０
０
０
０
５
７

（９，１

（３．０

(18.2

(15.2

（９．１

(90.9

Ｊ
Ｊ
Ｊ
，
Ｊ
Ｊ

３
１
６
５
３
０
３

注①集計はＡ類型の33大学による。

－３２－



(設問２－６）(表29）単位振替等実施大学数

total typeCtypeA typeB

202.5％） ４（22.2％）700.6％） １（3.1％）1．本来一般教育

の授業でもあり

専門教育の授業

でもある講義を

設けている。

2．専門教育の授

業を一般教育の

単位として認定

する場合がある

3．一般教育の授

業を専門教育の

単位として認定

する場合がある

３０６．７）１（３．１） ２０２．５）６（９．１）

２（６．３） ３（18.8） ３０６．７）８０２．１）

1８3２ 1６集計大学数１６６

(設問２－７）(表30）低学年向け専門教育実施大学数

totzUl typeCtypeA typeB

大学

１４（87.5％）
大学

１４（77.8％）
大学

１１（34.4％）
大学

３９（59.1％）１．－年次学生に

対して専門教育

の単位となる授

業を行なう。

2．専門教育のた

めのオリエンテ

ーションを行な

う。

3．一般教育ゼミ

ナールとして，

実質上は専門ゼ

ミを行なう。

4．一般教育の講

義として実質上

は専門の講義を

行なう。

5．専門教育担当

の教官が特別授

業を課外に行な

う。

6．個人指導を定

期的（例，毎週

一回）に実施す

る。

7．その他

1４（43.8） ７（43.8） ６（33.3）2７（40.9）

ｏ（0） ２（12.5） Ｏ（0）２（3.0％）

２０２．５）１（3.1） ３０６．７）６（９．１）

１（６．３）１（1.5） o（0） Ｏ（０）

Ｏ（0） １（５．６）１（１．５） Ｏ（０）

Ｏ（０） ３０６．７）７００．６） ４０２．５）

1６ 1８集計大学数 3２6６

－３３－



(設問２－８）(表31）高学年向け一般教育実施大学数

tＤｔａＩ typeCtypeBtypeA

－５丁９１%)ｌ大挙】Ｏ(625%）｜犬掌３（】`7%）
大学

大学1６（24.2％）1．上級学生のた

めの一般教育の

授業を行なう。

2．上級学生のた

めの一般教育総

合コースを実施

する。

ａ三・四年次生

のための外国語

授業を行なう。

４一般教育のゼ

ミナールを行な

う。（ただし単

位として認定し

ない）

6．一般教育の講

義を行なう。

（同上）

6．一般教育の授

業のうち，特定

のものを指定し

て，聴講を義務

づける。（同上）

7．他学部（教義

部を含む）の授

業を聴講させ，

これを一般教育

の単位として取

得することを義

務づける。

8．その他

集計大学数

Ｏ（0）ｌ（６．３）２（3.0） １（3.1）

７（38.9），（56.3）１７（25.8） １（３．１）

ｏ（0） Ｏ（０）Ｉ（１．５） １（３.】）

ｏ（0）１（６．３）１（１５） ｏ（０）

Ｏ（０）１（６．３）ｏ（0）１（１．５）

０（0） Ｏ（０）ｏ（０）ｏ（０）

、｡

４（22.2）

1８

５０６．６）

3２

Ｏ（0）

1６

，（13.6）

6６

-1,4-



(表32）一般・専門の区別廃止実施大学数

（設問２－９：貴学では，一般教育と専門教育の区別を実質上廃止し，両者を区別することなく

総合的に単位を取得させるが，形式上，大学卒業に必要な単位をそろえるために両者に分類する方

法を採られているでしょうか｡）

total typeCtypeBtypeA

大学

0（0％）

２（11.1）

大学

1（7.1％）

１（７．１）

大学

１（1.7％）

６（８．６）

大学0（0％）

２（７．７）

1．全面的に採っ

ている。

2．部分的に採っ

ている。

3．そのようなや

り方は採ってい

ない。

１６（88.9）1２（86.7）5２（89.7） 2４（92.3）

１８０００）1４（100）５８０００） ２６０００）total

－３５－



(表33）教官・学生交流のための特別な教育制度実施大学数 (設問２－１０）

total typeA typeB typeB

大学

５（7.6％）
大学

４（12.6％）
大学

１（6.3％）
大学

０（0％）1．チューター制

の中で，読書会

・外書講読・実

験・野外実習な

どを行なってい

る。

2．一般教育ゼミ

ナールを実施し

ている。

3．総合＝－スの

授業を活用して

論文指導・論文

発表会・討論会

その他を行なっ

ている。

4．実験・実習に

おいて，グルー

プごとに，又は

個人別に，教官

と学生の意見交

換の場を特設し

ている。

5．学生の研究団

体において，顧

問教官をはじめ

関係教官の指導

助言を積極的に

行なっている。

6．学生寮におい

て，教官が組織

的に寮生の学問

的(又は芸術的）

指導を行なって

いる。

7．その他

1６（24.2） ]０（31.3） ３（18.8） ３０６．７）

３（４．５） １（３．１） ｌ（６．３） １（５．６）

３（４．５） ２（６．３） １（６．３） ｏ（ｏ）

1005.2） ４０２．５） ４（22.2）２（１２５）

１（１．６） ｏ（0） １（６．３） ｏ（0）

８（12.1） ４（12.5） ｏ（ｏ） ４（22.2）

集計大学数’６６ 3２ 1６ 1８

(表３４－１）チューター制の実態（1,チューター制実施大学数）（クラス担任等を含む）

（設問１－１１）

学大 数

実施し￣い るＬ

実施してし、なし、

2３（,2.0％）

１（８．０）

total ２４０００）

－３６－



(表３４－２）チユーターの実態（2,担当学生数平均，分布表）

U～（３０

rI

L｣

『
４

注上表のチユーター制実施大学23校による。

(表35）一般教育セミナーの実態① (設問２－１０）

開設大学数 1６（24.2％）

1セミナー当りの最大参加学生数

最小参加学生数

平均参加学生数

三・四年次生の割合

●
●
ｃ
ｃ

ｏ
Ｃ
Ｏ
ｏ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

3５

１５

２５

５％

5.0％）②

注①集計は開設大学数に関しては66大学，その他は無回答を除く12大学による。
②１２大学に対する比率。

(表36）総合コース及び視聴覚教育実施大学数 (設問２－５）

１
total typeA typeB typeC

;鯆嘉r鱸::鰯
大学

１２（37.5％）

１３（40.6）

大学 大学

４（25.0％）

６（37.5）

４（22.2％）

７（38.9）

集計大学数’６６ 3２ 1６ 1８

(表37）一般教育のための学生研究会の実態① (設問２－１１）

J､０６）②

③

注①一般教育科目のため，教官が指導を行なっている学生の学術的研究会。但し，専門学科に付属した

研究会や，単なる職業的訓練，趣味・娯楽・スポーツ等のための研究会は除外する。集計は66大
学。

②回答のあった66大学に対する比率。

③４団体に対する比率。

－３７－

ﾄｰi:荒行:L-蒜二’１１
答｜回

担当学生数 大学数

20～（30未満）

30～

40～

50～

６０～

70以上

２
３
７
７
１
２



(設問２－１２）(表38）学生研究会への援助実施大学数

DｅＦ

、【［］【〔【］【し］【【

舌Hillのための帳

］（（」【】【［］（［、（[Ｈｆ需雪茎冴虐

銅<場合@

］（［〕（［］（〔ｍ（[

監霧一呉呈進

］（【】｢】［【】

引体のたBｉ

、（［】〕（［Ｊ【（、【〔

、（Ｃ、【【］

【Ｉ【［】）【［】、（［、（［

【】【［］（［PO

LJ５．ｈ)f死金

〕（［１Ⅲ【【Ｉ

、【〔）【［］

尋左涯の分托

【］【【】］（［

］【【【］【【］

－３８－

total typeA

１．時間割の中に

そうした研究会

活動のための時

間を特設してぃ

る 。

2．研究室を配当

し，又は研究会

を開く場合の会

場を特設してい

る 。

3．学生経費の中

から，こうした

学生団体用の図

書費，器具・材

料饗などを配分

して，研究活動

を支援している

４図書館がそう

した団体のため

に便宜を計って

いる｡

(1)団体から要

｡

求のあった書

籍を別枠で購

入・利用させ

る ｡

(2)研究室の利

用に便宜をは

かる ｡

(3)その他

5．研究会に対し

経済上の授助を

行なう。

（１）機関紙(誌）

発行

（２）実験・実習

饗などの分担

（３）その他の補

助金交付

6．その他

Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

％
６

５
０
５
５
５
５

●
●
●
０

０
１

０
３

１
１
１
１

０
０

１

０く
く

く
く

く
く

く
く
く
く
く
く

０
１
０
２
１
１
１
１

０
０

０
１

学大

Ｊ
Ｊ

ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

６ｏ
Ｊ

１
１

３
１
１
１

●
６
●
●

３
３
３
０

。

０
０

０
３

０
３

０
６

く
く

く
く

く
く

く
く
く
く
く
く

０
１

０
２

１
１
１
０

０
０

０
１

学大

Ｊ
ｊ

Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
，
Ｊ
Ｊ
，

％０
０

０
０

０
０

０
０

０
０
０
０

く
く

く
く

く
く

く
く
く
く
く
く

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０
０
０

学大 蜂

Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

％
６

●

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０
０
５

く
く

く
く

く
く

く
く
く
く
く
く

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０
０
１

集計大学数 6６ 3２ 1６ 1８



(設問２－１３）(表39）学生の教養に寄与するための特別企画実施大学数

。巴脂

ｍ（［､Ｗ，

の会信

、（［

、（［[〕【［【］【【］【）（Ｕ颪塚

｢）【【】【］（【

【】［Ｕ【】（〔、【〔〕【（」

、（［］（（」、（〔］（【］

、（［】、【【］

５（５０－Ｃ ■［＆〕ノー囮 「Ⅱｑ」Ｚｒ＿の

苗める疋団

ロ

９１ゾＨ－ｆ

＝・Ｉｐ碁、、二

］（［、（［ ］（［］（［

］［【】 ］（０

Ｆ１（５０－【５【ｂ４－ｂ

４６－日５（５３－［

、（［｢】ｕＪ－Ｄ

呂裂;組

【）（【】

｢T
Il

L｣ＤＩ３Ｌ

、ⅡⅡ【Ⅱ＿厄

－３９－

1．芸術的な教養

を高めるために

下記の会合を主

催し，または課

外授業を行ない

専用の施設を設

けている。

(1)音楽会

(2)演劇

(3)峡面

(4)美術

(5)文学

(6)その他

2．社会的な教養

を高めるために

下記の企画を実

施している。

(1)時事的な識

演会・映画会

等

１２）社会見学

(3)外国旅行

(4)外国大学と

の交流

(5)その他

3．図書館活動を

通じて，下記の

企画を実施して

いる。

(1)指定図書制

度の活用

１２）読書指導

(3)名著紹介

(4)視聴i党教育

(5)その他

４学生相談室に

おいて，個別的

に指導助言して

いる。

5．その他

集計大学数

大字

４（6.1％）

２（３．０）

0（0）

２（3.0）

0（0）

０（0）

１（１．５）

2７（40.9）

1９（28.8）

６（９．１）

０（０）

１（１．５）

４（６．１）

3６（54.5）

3５（53.0）

５（７．６）

６（９．１）

４（６．１）

２（３．０）

2０（30.3）

８（12.1）

6６ W、
total



(図15）特色ある教育制度・教育活動実施大学

(図15）特色ある教育制度・教育活動実施大学
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１１教養課程における外国語教育に関する

実情調査報告書

まえがき

この報告書は，教養課程における外国語教育の改善をはかるため，各国立大学における外国語教育

の実情についてアンケート調査を行ない，ここに，これを集計して，今後における外国語教育の改善

をはかる際の基礎資料に供しようとするものである。

(注）各大学よりの回答（昭和46年４月20日現在調査）を入学定員数に応じて下記のＡ・Ｂ．Ｃ

の３グループに分けて集計した。

入学定員総数

Ａ＝入学定員1.501以上の１０大学（21.006）

Ｂ＝入学定員1.001以上～1.500までの１５大学（18.660）

Ｃ＝入学定員1.000以下の４５大学（25.999）

合計……･……………………･…………………･…70大学（65.665）

無回答……………………･………･…･………………５大学（2.447）
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調査結果の概要

第一部教官に関する事項

「教養課程における外国語教育の実情調査」（以下「実情調査」という｡)によって次の諸点が明らか
になった。

Ｉ外国語担当教官の所属について

1．この項に回答した68大学の中では，教養部もしくは教養学部所属が最も多く３１大学（全体の

45.6％),ついで文（理）学部もしくは教育学部所属が18大学（26.5％）であった。専門各学部に

分散所属という例は極めて少ない（３大学，0.04％)。（「実情調査」５５頁参照）

2．所属の相違による得失（例えば学内格差の問題，カリキュラム編成の主体性の問題など）は当

然あるはずであるが，「実情調査」はそこまで立ち入ることをしなかった。しかし，外国語の４

年一貫教育を効果的に実施しようとすれば（この方向への改革の要望は強い),外国語担当教官が

どの学部にどういう形で所属するかは，大きな問題になろう。

Ⅱ外国語担当教官の員数について

1．外国語担当教官（専任）全員1,210名の中，最も人数が多いのは，英語（604名，外国語教官全

体の49.8％）であり，以下多い順序に列記するとドイツ語（431名，35.6％),フランス語（117名

９．７％),ロシア語（31名，2.6％),中国語（18名，１．５％),スペイン語（５名，0.4％),その他（４

名，0.4％）ということになる。（｢実情調査」55-58頁参照）

2．この中，英独仏の３外国語担当教官が全体の実に95.196を占めており，特定のこの３外国語に

担当教官が偏在していることが示されている。

特に入学定員のすぐない大学になるほどこの傾向は著しくなり，Ｂ，Ｃ大学群では英・独・仏

語以外の担当者は，外国語全教官の３．４％にすぎず，外国語教官の過半数が英語担当者によって

占められている場合が多い。

また近隣のアジア諸国の外国語担当教官は中国語担当者を除いては皆無である。

現在の教官の専攻別からみると，多種多様な外国語を教育しうる態勢から甚だ違いといわざる

をえない。

3．助手について

専任助手（授業担当，Ｌ，Ｌ・担当，その他を含め）は全国70大学に５８名，１大学平均して

0.8人である。講師以上の専任教官（1,210名）との比率では，その4.7％ということになる。外
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国語による差異は若干あり，特に英語科配置の助手はすぐなく，全国70大学に専任助手わずかに

１９名という数字が出ており，講師以上の専任教官（604名）に対し，その3.1％にしかあたらない

（つまり，ほぼ教官30名に助手１名という配分である)。（「実情調査」55-58頁参照）

現在ＬＬ､の設備はかなり普及し，外国語教育に実験講座的な（そしてときには過大の）期待

がかけられながら，人的面での裏付けが全くなされていないことを「実情調査」が示している。

ＬＬ・設備も専従の助手を欠いては，いかに設備が充実していても実際には開店休業の状態に

追い込まれる場合が多い。

現在の外国語教育は実験講座的な'性質をすでにかなりおびており，この傾向はますます強まる

であろう。関係当局は，外国語教育にとっての助手の必要不可欠性を十分認識し，その増員につ

いて抜本的な策を講ずべきであろう。

4．外国人教師について

７０大学に外国人教師（専任）３２名，外国人教師（非常勤）３９名という数字が出ているが，その

中の多くは専門課程との兼任であり，教養課程専属はこの数よりさらにすぐなくなるであろう。

（「実情調査」55-58頁参照）

学生数との比率を考えると，入学定員1,000人につき１人くらいの割合にしかならない。従っ

て教養課程で学生が外国人教師の授業を受けることは，まず不可能か，極めて稀というのが現状

である。これは戦前の旧制高校や旧制専門学校に比べると大きな後退であり，早急に改善をはか

らなければならない。

Ⅲ外国語担当教官の授業負担について

1．外国語担当教官の授業負担は週４，５回から６，７回が普通であり，週６回というのがいちば

ん多いようである。

ただしＣ大学群では欠員補充難のためか，週10回という例も報告されている。（「実情調査」

59-61頁参照）

この「実情調査」だけでは，はっきりしないが，外国語担当以外の教官の授業負担に比べる

と，総体的に負担が重いことは，よく知られた事実である。

２．また外国語教官は教養課程の外国語以外の授業を学内で担当する場合があり，その分だけ負担

が増大する結果になる（特にＡ大学群において)。（「実情調査」６１頁参照）

助手の配分が少ないことも外国語担当教官の負担増に拍車をかけている。

3．授業１回（俗に１コマ）の長さは100分がもっとも多く（38大学，５４％)，次いで90分（23大学

3396）が多い。語学の授業として最も効率がいいとされている50分授業を行なっているのは４大

学（全体の5.7％）にすぎない。
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Ⅳ外国語担当教官の研究条件について

、

1．外国語担当教官にとって特別重要な意味をもつ在外研究について「実情調査」は次の諸点を明
らかにしている。

2．期間の長短を問わず何らかの形で在外研究に従事した経験を有するのは外国語担当全教官の中
の37.2％である。（｢実情調査」６３頁参照）これは担当学科の性質を考えると，かなり低い数値と
いわなければならない。

３．しかも，この数字には短期の研修旅行も含まれており，一年以上の在外研究の経験者となると
全教官数の22.7％（つまり４人に１人以下）にしかならない。（「実情調査」６３頁参照）さらに

在外研究を真に実りあるものにするのに必要と考えられる２年前後以上の在外研究の経験者とな
ると，全体の４％にも満たないという蕊<べき事実が示されている。（「実Ｉ情調査」６４頁参照）

４．以上の数少ない在外研究経験者のうち，文部省在外研究員の資格で研究に従事したものは，さ

らに少なく，全体の５．７％にしかならない（外国語により若干の差異があり，英語科では，これ
をさらに下廻り，わずかに2.9％である)。（「実情調査」６４頁参照）

ということはつまり外国語担当教官の在外研究はほとんど（その８割以上）が，外国政府ある
いは外国大学，財団などの費用，もしくは私費により行なわれてきたということである。

5．外国語担当教官は，その教科の性質上，他学科担当教官以上に在外研究を行なう必要があるの

は論をまたない。関係当局は，この現状を直視し外国語担当教官の在外研究のため思い切った予
算措置を識ずべきであろう。外国語教官の在外研究のための別枠を設ける必要があり，さらに一
定期間の在外研究を義務化する（昇進のための条件にする）方策も考える必要があろう。

6．国内研修の経験者も極めて少なく，全体の２％にも満たない。在外研究の次善の策として大い
に奨励する必要があろう。（「実情調査」６４頁参照）

第二部学生に関する事項

Ｉ外国語の種類と単位数

1．開講している外国語の種類については，英・独がすべての大学，次いで仏・露．中・羅・西・
希．伊の順で，全体の90％より６％までに漸減している。（「実情調査」６６頁１）参照）また必
修外国語となりうる外国語の種類については，英・独が全部，次いで仏・露・中・西の順になっ
ている。（｢実情調査」６７頁３）参照）この調査で判明した重要な問題点は，近隣のアジア諸国の
言語は中国語を除いては全く開講されていないという事実である。これら諸国において，自国語
のみに頼る度合が高まりつつある現況にかんがみて，現状の再検討が必要であろう。

2．必修外国語の種類と数については，入学定員1,000名以下の大学中の７％を除くすべての大学
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で=か国語が必修とされ，そのうちの過半が英語を必修に指定していることが判明した。（「実

情調査」６７頁３）参照）

3．卒業要件となる外国語の単位数については，昭和37年３月本協会が発表した「大学における一

般教育について」の中の「教養課程における外国語教育について」の「現状」の項で指摘された

授業時間の絶対的不足の状況としてあげられた数字よりも，今日の現状の方が更に下廻っている

ことが判明した。（「実情調査」６６頁２）参照）また必修単位数以上をとる学生数も多いとは言

えない。（「実情調査」６８頁４）参照）

学生の全部に対する必修単位の大幅の増加は必ずしも必要とは考えられないが,行き過ぎた画

一主義を改め，大学および学科の特質，学生の素質と好みに応じて，履修外国語の数，種類およ

び時間数についての必修と自由選択の度合に変化を持たせる工夫が望まれる。

Ⅱ鋒外国語の履修方法および授業内容

1．卒業要件となる外国語の履修方法については，入学定員1,000名以下の大学のごく一部で３年，

４年までの履習方法をとっているだけで，他はみな１～２年だけで履習させていることが判明し

たが（「実情調査」６８頁１）参照),３年，４年までの履習ももっと考えられてよいであろう。

2．授業の内容については，かなり変化をもたせられてきているが（「実情調査」６９２)～70頁参

照),なお十分とは言えない。

Ⅲ外国語の学習条件について

1．クラス編成の方法については，自由選択が少なく，能力別編成が極めて少ないことが判明した

が（「実情調査」７１頁１）参照),必修および自由選択の扱い方改善の一環としてこの種のクラス

の増加が望まれる。

2．卒業要件となる外国語クラスの大きさについては，５０名以上のクラスが大部分で，英・独に至

ってはほとんど全部がそうで，７０名，150名のクラスさえ珍しくないことが判明した（｢実情調

査」７２２）～73頁参照)。語学授業の`性質上，これでは十分な訓練はむずかしい。

Ⅳ入学試験について

1．音声面のテストは僅か７大学でしか行なわれていないことが判明した。行なわれない理由とし

ては必要を認めないというのは極めて少なく，おおむね技術的に困難のためとなっているので

（「実情調査」７３頁１）参照),この困難克服の研究がなされるべきであろう。

2．第２外国語を入試科目に加えているか否かについては，約半数の大学が加えているが，受験し

た学生数は驚くほど少ないことが判明した。（「実情調査」７３頁２）参照）これは受験戦術上第
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２外国語の選択の利点が少ないと考えられているためであって，利点を大幅に増す方策が採用さ

れない限り，現行のままでは無意味と言えよう。

第三部施設に関する事項

Ｉランゲージ・ラボラトリー（ＬＬ.）その他の教具，施設等について

ＬＬ.Ｌ､末設置の大学が，回答を寄せた70大学中21大学あることが判明した。（「実情調査」７４

頁参照）

Ｌ､Ｌ､の設置が勧奨されるようになって10年（昭和37年以来）になるが，未設置大学が30％に

達するのは，予算と助手の確保が困難であるためと考えられる。

2．ＬＬ､を持つ48大学のうち37大学が増設を希望し，１大学が更新を希望していることが判明し

た。（「実情調査」７５頁参照）

語学教育においてＬ､Ｌは万能であるとはもちろん言えないが，既設48大学のうち38の大学が

増設もしくは更新を希望している事実は，すぐなくても聞き・話す技能の訓練における利用価値

を認めているものと解釈される。

3．ＬＬ､に関する予算が正式に与えられているのは，４８大学のうちわずか２大学にすぎない。そ

の他は,あるいは学内予算でまかない（34大学），部内予算でまかない（３大学),または教科内予

算でまかない（５大学）その他外国語教官が負担するなど，学内，部内等の予算|こよるもの45大

学に達する。（「実情調査」７５頁参照）

この「実情調査」の数字は，Ｌ,Ｌ.は設置はしたものの，その維持予算の正式な裏付けがない

ことを，はっきりと示している。関係当局の積極的援助・協力が望まれる。

4．ＬＬ・が十分に利用されるためには専任の助手をおくことが望ましいが，これを持つ大学は４８

大学中４大学にすぎない。（「実情調査」５５頁～58頁参照）

この結果，設備はありながら十分利用されないか，教官に大きな負担がかかってＬＬ・が敬遠

されることとなろう。

５．Ｌ,Ｌ・の利用度は外国語の種類によって異なる。英語においては全般的によく利用され，つい

で独，中国，仏，露等のような順になっている。（「実情調査」７７頁参照）

英語以外の外国語は通例教官数が少ないので，このためにもＬＬ・専任の助手をおいて利用度

を高める必要が痛感される。

６．ＬＬ､の利用法のうち，教材テープを学生が借り出してブース内で自由に使用する，いわゆる

ライブラリ・システムを採用している大学がいくつかある。その数は，外国語の種類によって異．

なるが，まだあまり多いとは言えない。（「実情調査」７７頁参照）

このシステムは学生の自主的・意欲的学習を奨励する意味からも今後その採用が推進されるぺ
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きものと`思われる。

７．Ｌ､Ｌ､以外の視聴覚教具のうちで利用されているものとしては，テープ・レコーダー（64大

学）が首位を占め，その他レコード・プレーヤー（58大学),オーバーヘッド・プロジニクター

（32大学),映写機（30大学),ビデオ・テープ・レコーダー（12大学）等がある。（「実情調査」

７５頁参照）

これらの教具はいずれも使用法によって相当な学習効果をあげうるので，その職入や維持・更

新のために十分な予算の裏付けがなされることが望まれる。

8．ランゲージ・センター，および語学関係の学習室等については，前者を持つと答えた大学３，

後者を持つと答えた12大学であった。（「実情調査」７６頁参照）

これらは前・後者ともその施設，機能，目的等がまちまちであって，その内容，設備，運営，

活動等については，今後さらに検討を要するものと思われる。

第四部改革状況に関する事項

１．７０大学中，「改革を行なった」のが26大学，「改革を検討中」が27大学，「改革の気運もない」

としているのは７大学であることが判明した。（「実情調査」７８頁参照）

いわゆるく紛争＞を機に，外国語教育も改革の時代に入ったものと思われる。この傾向は，今

後更に助長されなければならない。

2．既に行なわれた改革の内容としては，「講読偏重を改めて４技能とも養えるようにした」が15,

「固定クラス制を廃して，学生の自主選択制に改めた」が13,「必修単位をへらし，余力で多様

な増加単位用のクラスを設けた」が６，「前期２年だけでなく，４年にわたって外国語科目を配

当した」が５．

いずれも，従来のあまりにも画一的で，効果のあがらなかった方法を改めようとするもので，

今後の改革のあるべき方向として注目される。

3．要望事項として挙げられていたのは，「定員増｣，「外国人教師の配置｣，「海外研修｣，「Ｌ,Ｌ，

の新設｣，「施設の改善」など，いずれも外国語教育の効果をあげるために，緊急に必要なものば

かりである。
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第一部教官に関する事項

Ｉ外国語担当教官の所属について

教養部もしくは教養字音

のHuの各b穂学部に分爾
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Ⅱ外国語担当教官の員数（実員数）
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、外国語担当教官の授業負担について

1）１週間の授業回数（いわゆるコマ数または枠数）は，平均して次表のようになる。

Ａ（括弧内のアラビア数字は比較的多い回数）（Ｈ＝１大学，ロ＝２大学のみ）
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Ｂ（括弧内のアラビア数字は比較的多い回数）（Ｈ＝１大学，ロ＝2大学のみ）
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Ａ＋Ｂ＋Ｃ（括弧内のアラビア数字は比較的多い回数）（(-)＝１大学，ロ＝２大学のみ）
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Ａ

２）教養課程の外国語の授業以外に講義演習等を学内で担当している教官数は9６（19％）名であり，

その講義．演習等の授業回数は１週間に計（106）回である。

上記の場合，外国語授業の負担は，

イその分だけ軽減される……………………･……………………･……･……………………………ｏ

ロ若干軽減される……………………………･…･……………………………………･………………１

ハ軽減されない.……..…………………………………………………･…･……･……………………５

二軽減されるか否かは年度の状況によって異なる…………………･…･…………･………………0

３）１回の時間数は，

９０分……･………･………………………………………………………………………………･…８大学

100分………………………………………………………･………………………………･･………２大学

Ｂ

２）教養課程の外国語の授業以外に講義演習等を学内で担当している教官数は（132）名であり，そ

の講義・演習等の授業回数は１週間に計（211）回である。

上記の場合，外国語授業の負担は，

イその分だけ軽減される…………･………………………･……………………･……………………５

ロ若干軽減される……………………………･……･……………………………･……………………１

ハ軽減されない………………………………………………･……………………･……………･……７

－６１－



二軽減されるか否かは年度の状況によって異なる………………･…･………･……………………２

３）１回の時間数は，

９０分…………………………………………･…………………………･…………………･………５大学

100分……･……………………………………………………………･……..……………･……･…10大学

Ｃ

２）教養課程の外国語の授業以外に講義演習等を学内で担当している教官数は（206）名であり，そ

の講義・演習等の授業回数は１週間に計（317）回である。

上記の場合，外国語授業の負担は，

イその分だけ軽減される.……………………………………．．………･………………………･…･…１１

ｐ若干軽減される……………..…･……………･…………･…･…･………………………………･…･３

ハ軽減されない.……………………………………..……･……………………,．……………………５

二軽減されるか否かは年度の状況によって異なる。…………･……………………･………･……６

３）１回の時間数は，

５０分……･……………………………………………………………･…………･……･…･……･…４大学

８０分.…………………………………………………………………･……･………………………１大学

８５分………･…………･…･…………………･………………………………･……………………･１大学

９０分…･………………･………･……･……………･…………………･…………･…………..……10大学

100分…･………………………･…･………………………･……………･…………………･………26大学

110分.………………………………………………………………･……………………………･…３大学

Ａ＋Ｂ＋Ｃ

２）教養課程の外国語の授業以外に講義演習等を学内で担当している教官数は（434）名であり，そ

の１週間の授業回数は（634）計回である。

上記の場合，外国語授業の負担は，

イその分だけ軽減される…･…………………………………………･………･………………………１６

ロ若干軽減される…･……………………………………………………………………………･……･５

ハ軽減されない．…………………………………．．………………･………,.…………………………１７

二軽減れるか否かは年度の状況によって異なる…･………………･…･………･………………･…･８

３）１回の時間数は，

５０分.………………………………･…･……………･……………………･…………･……………４大学

８０分………･……………………･………･……………･………………………..…………………１大学

８５分.…………………………………………………………………………･…………･…………１大学

９０分………･…………………………………………………………．.……………………………23大学

100分.…･･･………………………………..………………………･…………..……………………38大学

110分…･……………………………………………………………･…………･……………………３大学

－６２－



Ⅳ外国語担当教官の研究条件について

１）在外研究

①（期間の長短を問わず）在外研究に従事した経験のある教官数。

それぞれの語学につき〔在外研究人数/同じ外国語科の専任教官数個パーセンテージ)〕の表

で表わす

グルーフツ３１
Ａ Ｂ 計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）Ｃ語学別

英 92/221(41.6%)’３６／138(25.4%)’６８/224(30.4%)’195/583(33.4%）

独 ９５／191(49.7%)’３４/101（33.7%)’３０／137(21.9%)’159/429(37.1％）

仏 46/6０（76.7%)’６/2０（30.0%)’１６/3７（43.2%)’６８／117(58.1%）

露 7/2３（30.4%)’１／４（250%)’４/４（100.0%)’12/31（387%）

中 4/７（57.1％)｜Ｏ/５（0%)’２/７（28.6%)’６／１９(316%）

西 O／0

の他’Ｏ／４そ

計 251/506(41.6%)１７６/268(2a4%)'120/401(21β%)’440/1183(372%）

②上記のうち在外研究一年以上の教官数

霧j;ｉ－ｚ｣１２二ZｉＩｌ Ａ 計（Ａ＋Ｂ÷Ｃ）Ｃ

英 65／221（29.4％)’２２／138（15.9％） 38／224（16.9％)’125／583（21.5％）

､｡／」ソ」（ｄ４，Ｕ％〕１１８／101（１７．８P HｑＡｌｌ９１／４ZｊｌＧ

6０（Ｅ 、（20.0呪

ｊ９ｆ 00％〕１IＣ

，船）ｌＵ／ｂ（Ｏ呪

計 161／506（33.4％)’４５/268（16.8％)’５８/409（14.2％)’219／1183(22.7%）

－６３－



③在外研究２年前後以上の教官数

ｇｑｲkｌｌ２０／583（３．０９ｔ

ヲ（３．０％0１（１．０船）’lＣｒ］
L｣

ｎ４ｕ、／２０（０％

、
］
□
【
』 Ｗも0％Ⅱ〔

O／７（0％)｜Ｏ／1９（0％）0％）（0／４0％）（0／７中

西・その他

23/409（5.6％)’４５／1183（3.8％）6／268（2.2％）16／506（3.2％）

詞
【
Ｈ

た教官数④以上のうち，文部省在外研究員の資格で研究し

グループ別 計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）ＣＡ
語学別

O/138（０%)’１０/224（4.5%)’１７/583（2.9%）7／221（2.216）英

21／191（11.0%)’５/101（5.0%)’１２/137（8.8%)’３８/429（8.9%）独

5/6０（ａ396)｜ｏ/2０（0%)’３/3７（8.1%)’８/117（6.8%）仏

O/４（0%)’２/４（50.0%)’３/3１（9.7%）1／2３（４．３％）

O／７（0％）

露

］／５（Ｏ呪
中

西・その他

34/506（６７%)’５/268（1.9%)’２８/409（6.8%)’６７/1183（５７%）

２）国内研修

いわゆる内地留学はＡ…･………･……･………２名

短期研修者はＡ･…･…･…………………14名

Ｃグループについては不明

Ｂ……………………………２名

Ｂ……………………………12名

Ｖ外国語担当教官の新規採用について

１）困難があるか

イほとんど困難はないロやや困難′、きわめて困難

Ａ

唇１露：吾｜中匡

５３．５蝿

０９t

－６４－

Ｆ5万~て~IZ5rI万~、3%)｜Ｉと四（…）



Ｂ

些竺上壁fil 計’261英語｜独譜｜仏語｜露語｜中国語｜スペイン困難度

回
冒
眉
し

Ｕ
』
０
－
匠

「’

Ｃ

菌ji歴一理当2止璽 計 9６英語｜独語｜仏語｜露語｜中国語｜スペイン

(33.6％）４ 4１３1５ 1０ 10イ常
勤 2１'`’ 601（41.0％）1６ １2４ロ

’３１(2…）3１'4１ノ、

7１ 261（19.6％）３ 0７７イ非
常
勤 5１２１ 631（52.1％）１1３2５ '7１ロ

6卜‘’１
361（2８ 3％）1４ ８３ノ、

計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

67(2`5%)'１ 4309.6％）

イ
｜
直

イ
｜
ロ
｜
ハ

107(438%)|｜

“〔型"`)｝
非常動 114（52.1％）動常

6２（28.3％）'、

全国的に}ま「やや困難」回の解答が最も多い（常勤で48.8％，非常勤では52.1％）

Ａグループで「やや困難」回と「きわめて困難」㈹とを合わせると常勤者の場合88.4％，非常勤で

は93％になる。

全国的には回と(ﾉﾘを合わせると，常勤73.5％，非徽勤80.4％になる。

「殆んど困難なく｣F)の解答が比較的多かったのはCｸﾞﾙｰﾌﾟの常勤者の場合(33.6%)とBｸﾞﾙ

ｰﾌﾟの非常勤の場合（27.596）であるが，いずれも低い比率である。

(注）Ｏ

○

○
○

－６５－



２）困難な理由

D－８Ｌ

塁済的埋圧

6.59ｔ

０９ｔ

語学別にせず一括した。

イの地域的理由が一番多かったが，イ，ロ，′､それぞれ切り離せない面が多い。

分野の適任者，研究者の絶対数不足をあげているのが多い。

(その他）の中にはその

3）採用の方法について

グループB１ 計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）ＣＡ
別

2７（35.096）１８６３ィ公募による

ﾛ謹雰の糯 4１（53.2％）2４９８

９（11.8％）６】２′、その他

第二部学生に関する事項

Ｉ外国語の種類と単位数

１）開講している外国語の種類

それぞれの外国語につき〔開講大学数（グループ内大学数中のパーセンテージ)〕の形で表わ

す。

醤'零仲 ラテン語|ギリシ仏語｜露語｜中国語|スペイン語

７１２
(70％)’（2096）呵り|(､.,31(１．鰍遡

５

(5096）
１０

(10096） (４Ａ

(！`,肌７，J|《蝿総;｜〔000,ｌｉｌ
１０

(66％）
１５

(100％）
１５

(100％）

｢１
L｣

３

(7％）
６

(1196）
１９

(42％）
２２

(4996）
３８

(8496）
４５

(100％）

５
Ｊ

４
％００１く （Ｃ

１２１
(1796)’

８

(11％）
３３

(47％）
４２

(６０％）
６３

(9096）
７０

(100％）
７０

(100％）
Ａ＋Ｂ

＋Ｃ
（

２）卒業要件となる外国語の単位

回答が漠然としている場合が多いので大体の見当を示すに過ぎない。

外国語総単位数（卒業最低要件）

グループ内大学数中のパーセンテージ

－６６－

|面i;ｒ２〔｣ここＺｉｌｌＡＢｃ ｌ計(A÷Ｂ

|運
+c）’

６ ， 2７ 4２（40.896）

３ １ ７ 1１（10.7％）

５

Ｐ
Ｃ ７ 1７（16.5％）

1０ ４ １９ 3３（32.0％）



ｂｌ玉

００９ｔｂＩ玉ｌ霊

０９ｔ09ｔ

5０９６

第１外国語の単位数

8単位～12単位の間であるが，各グループを通じ単位がほとんどを占める。

８単位をこえる単位数を卒業要件としているのは，

Ａ＝２，Ｂ＝１，Ｃ＝３大学であるが，医学部関係では，１０～12単位の要求されるところであ

る。

１外国語のみを卒業要件としているのは，

Ａ，Ｂグループにはなく，Ｃで７～９大学（１部の学部)。

第２外国語の単位数

グループ内大学数中のパーセンテージ

一グループ名
一一一一一一一

単位

￣

単位

４

Ｃ
-

57％

Ｂ
￣

６０％

％０
Ａ
３

６ 〕％〃

4０９６〃

総じて外国語の単位数は，第１，第２を通じて４～12の範囲内にあり，ラテン，ギリシャ，イタ

リア語などに，例外的に２単位制が見られるにすぎない。

3）卒業要件となる外国語の種類

必須外国語の種類

グループ内大学数中のパーセンテージ

409ｔ60％

う呪４０％

b［画語り

必須外国語となりうる外国語の種類

グループ内大学数中のパーセンテージ

－６７－

1８（’'） ０ ０ 2％

￣

単位
グループ別
￣

Ａ Ｂ Ｃ

８（１カ国語） 0 0 1896

1２（２力国語） 10％ 50％ 4596

1４（〃） 20％ 25％ 18％

1６（'′） 60％ 2596 13％



ＣＢＡ

1o0％100％100％英

1009610096100％狐

63％100％100％仏

22％60％100％露

24％60％50％中

7％6％0％西

4）必須単位数以上をとる学生数

グループ名 ＣＢＡ

2,7341,0146４笑

3,952961314独

1，６１９452 1６１仏

298310 7９露

2263５104中

００9２西

2１古典語 380 ０

8,850
計

2，２５０1，７１６

34％12％9％総学生数比％

Ⅱ外国語の履習方法および授業内容

１）外国語の履習方法

卒業要件となる外国語（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

「
－
１

６５(g09fb）１５〈

Ａ，Ｂ，Ｃのグループ．別に見ると，Ｃグループで３年，４年までの履習方法を取っているところ

う：比較的多く，Ａ，Ｂグループにはその例がない。

卒業要件とならない外国語（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

－６８－



一一一一一一一一一外国語名
一一一一一

中｜その他露仏独英

'，Ｉ351 2７3３3０回答大学数

'3１ ３８111４1２２年１

2１ ２２６３年まで

,1１ ５1７1５1５1６４年まで

2）授業の内容

括弧外は大学数，括弧内はグループ内大学数中のパーセンテージ示す。

Ａ

弓蕊75丙蓉--2i圏2fi芝|英語|独語｜仏語’露 中国語｜その他語

美-;::+:+-:::;'一;+-:::;-:÷:;:+:十一;::[if二i;iii
文法中心のクラスをおく

識読中心のクラスをおく

6（60%)'３（30%)'３（30%)'２（20%)'１（剛鱒くことを中心とするク
ラスをおく

０

聞く，話すことを中心と 0７（７０%)１５（５０％)’５（6096)’３（３０％)’３（2096）

上記の区別を該け司
含的訓練のクラス｡ 5（５０%)’３（３０%)’３（3096)’２（2096)’２（２８%)’１（２０%）
おく

開講の大学数が９以下の
ものの総数上のパーセン
テージはその数に対する
もの

５７

Ｂ

中ｌ認語ｌ露

文法中心のクラスをおく ０９６３７％Ⅱ９（６０９ｔ５（４０恥

つ恥講読中心のクラスをおく

書くことを中心とするク

３０％Ⅱ，〔609ｔ

、9tリ（６Ｕｖｆ

４６暁

５（ｂＯ９ｔ

合的創麟のクラスをおく

辨織瀞擢醗
一ジはその数に対するも
の

－６９－



Ｃ

凶［６ＺＵｆｂ】ＩＺＯ（ｂ３Ｕｆｈ］Ｉｆ

６（６８％）１２９（６４％）１２０（６虻読糎Ｆ３ｊ｢"

､兜

４６ﾘｂ）’９（２０％Ⅱと

、【Ｈ９Ｌｉ 〕59ｔ□Ⅱ弓ｎＵ１１ｍ

mmPjI7m⑰］ごＬＣ

Ａ＋Ｂ＋Ｃ

ヨ（６Ｕ％）１ｌｂ【tI69fD）１１５（４ｂ呪

4４（Ｏご％）１４９（７Ｕ％）１３８（６０呪 、（４５群

5Ｗ、Ⅱ四

46晩 a明、）ｌ］８ ５（４８〔ｸ【

町カムｈｇｍｌ六Ｍ

”のHW;i熟

－７０－



侍･1Ｊ１勺

Ⅲ外国語の学習条件について

１）クラス編成の方法

ＡＢＣ
￣

総f§ｆ計

Ｃ
一

英|独’ 仏|露|中|iiiの|計
、

暁ら１円

計クラスの竺爺呂仁届泌

６

ヨ
1031７ 1１ＪＩＯＩｌｉｄ､Ｉご［

２３2４ ， 100｢１
L」 。’□

」
、

２８

￣

１

閃
－
３

Ｉ吉ｈ－．J。

0]１０１０卜［
ｒ
Ｌ

】［ [ⅡＩ」

-m
￣

4２６２ ‘ 1０ 2７０１１【
、



２）卒業要件となる外国語のクラスの大きさとその数

Ａ〔（）外はクラス数，（）内はそれぞれ語学の総クラス数中の％を示す。〕

英語|独語|仏語|露語|中国語|その他｜計

〔T５７面；F｢てZ三11)i(2ﾕ7ｆ)|(l`"l9L(5L`窓|(!`7%;'（９７粥3０名以下

５０名前後まで

７０名前後まで

150名前後まで

2３

（ｏ%91（L0,51（3,,61(!a０%;'（`掴%;i（…)'（い，:;！150名前後以上

,2１ 2,06060Ｉ 3１合 計 1,0581７１８１１８１

Ｂ

I~房フミ亭亜Er-2L壁窒|英語|独語|仏語|露語中国語|その他Ｉ社
9％）ｌ（０．０９６）ｌ（ｂｔ

５０名前後まで 57.09｛BＬDqt

(2,6M１１－Ⅱ

４５

(30.296）

１

(,爪,,51（３２%)|(3a3,6）
２６６

(29.296）
１９９

(3Ｌ8％）
７０名前後まで

〔百雨i~〔万謝'（３３%il（｡0,691（00,J|(3…)'（72篭Ｉ150名前後まで

１３１

(0.8％)Ｉ(０８，６;'（。，`）（。96）（・%91（０，６）
0８

（0.9％）
150名前後以上

311,7481合 計 2８ 3119101６２７１１４９，

Ｃ

外国語名 ゴコ権ｌ彗吾Ｉﾀテ⑰

１クラス学生数
n

LJ

r1

L｣

3０名以下 Ｆｉ－５Ｉ船】ｌ（ｌ６－９ｃ 3.5％）’（ｂ

６０名前後まで
５４．０９６），（６５ ５０－６ｑｆ､）ｌ【３９

r1

L.

７０名前後まで
０９ｔ４q`、）ｌ（Ｚ６－Ｂｃ 5.Ｕ９ｔ

｢1

,■

150名前後主で ]９，ｔ09〔

「

150名前後以上 ｢可

Ld 096）Ｉ（０９６）｜（ＣＪ９ｈ）ｌ（［

計合

＄も

､Ｐ

－７２－



Ａ＋Ｂ＋Ｃ

外国語名
英語｜独語｜仏語｜露語｜中国語ｌその他’計クラス学生数

(`"鉛'（44,31(17繍|(241,ｉｉｌ(4439i;|(鉦照り（7個粥3０名以下

５０名前後童で
■」■】－K■１ＪⅡ。

コヲh、、】ｕ【〕Ⅱ｡■

７０名前後まで
5.5％)Ｉ（２２．０％)１（２６ 4Ｗ、）ｌ（６－９９ｈ）Ｉ［Ｚ６

150名前後まで
DＵｌｆ

DＵ第
うり(1)｜【Ｅ 4qｆｂｌｌ［【ｌ伯

９１６－５

Ⅳ入学試験について

１）音声面のテストの有無と理由

露ｌ中 Ⅲｌ仏ｌＨ９ｆｌ牛繭の右郵

DＩＯｌＯＩ［

１
Ｊ

]ｌＯＩＯｌＣ

Ｊ１［】ＩＺＩ】 Ⅲ６［」Ｉ［

LIl［

【
し

Ⅱ【 【】ｌＯＩＵｌ［

皮術的に困難’６ ]１０１］(】 0１［

凸 D１ＩｂｌＯｌＯＩＯＩＯｌ５１１１６１０１０１０１０１１店

胡し卿 ｊｌＯｌＯＩ［ うＩ（〕ｌＯＩＯｌＯｌ［

ＪｌＯｌ［ DｌＯｌＣ ］、’０１［

2）第２外国語を入試科目に加えているか否か

Ａ Ｃ

独｜仏｜露｜中ｌ計 独｜仏｜露｜中ｌ計 独ｌ仏｜露｜中｜計

加えている大学数’７１５１１ 1４ 9１４１０１１１1４ ｿＩＯＩＯＩ２Ｅ

-ＴＩＴ5１受験した学生数’１０９１４３１４１０１１５６ 2１９４ JｌＯＩＢ

－７３－



第三部施設に関する事項

Ｉランゲージ・ラボラトリー（ＬＬ.）について

１）ＬＬ・の有無

扇Frzとここ型

’二
二
腕ＣＢＡ

4８2１，10(、有
一

(ﾛ）無

リ
ー
し

２１1５０

１１
㈹本項無回答 0

2）ＬＬ・の所属学部もしくは教科等 ト
ニ

Ｂ３ｌ４ｌ１ｌｌ１｜｜｜・１
Ａ６’３’一二・１．’’

一一謹一陰
49※2９1010

※(注）ＬＬ有りと答えた大学が48校で，この計が49となっているのは⑧の１大学が，法文，教育の二学部にそれ
ぞれＬＬ有りと答えているためである。

なお上記の(印～いのように学部所属のもののなかには専門課程においてのみ使用されているものもあるか

も知れない。ことにしりの場合などにこのことが考えられる。○の１大学は一般教育に使用していないと明記

している（所属は教育学部）

３）Ｌ､Ｌ・設置の時期（年度）

昭和26年１

３５年３

３６年２

３７年２

３８年３

３９年３

４０年以降３２（内40.41年度計11）

記入なし３

－７４－－



(注）ＬＬの機器の耐用年限は約５年と考えられるので約半数の大学においてはその入れかえ時期に来ている

と思われる。

4）ＬＬ・の予算

（ｲ）正式に与えられている．………..…….……………………….………………….．…………..……２

（ﾛ）学内予算でまかなう学内.…………………………………･…．.……･……..………･…･…３４

部内.………...………………………………･………･………………３

教科内……….……………………………………･………･……………５

維持予算なし

記載なし

的その他特に考慮せず１

外国語教官負担１

１
１

………４

５）ＬＬ､増設の必要を認めているか

（ｲ）認めている…….……………………………………………･………･……………3７（英36．独１）

（ﾛ）認めていない….………………………………･……･…1０（英語に関しては認めない１を含む）

し）更新したい………….…………….………………………….…………･………………………..…１

６）Ｌ､Ｌ､以外の，もしくはそれに附随する視聴覚教具の有無

（ｲ）テープ・レコーダー有り゛……….…………….……………………………………………………６４

（ﾛ）ビデオ・テープ・レコーダー有り……･…………………………………･…･…….…….……….１０

ウリオーバーヘッド・プロジェクター有り………….…………………………………･…･…………３２

㈲映写機有り….…….…….……………….…………………･…………･……………………･……･３０

㈹レコード゛プレーヤー有り.…………..….……･………………………………………･…………５８

㈹その他

スライド・プロジェクター.…………………………………………………….….…………１

テレビ゛.…………｡.……………………………………………………………………….….…３

ポンズメーカー………………………………………………………………･…………….…１

ダピングマシン….….……………….…………………………………………………………１

ビデオ・カメラ゛………………………………………….．……………………………………１

ハンディ･ラボ.……………………………………………………･……………･……………１

ＦＭラジオ…･………………………………………………………………………….….……，

エンドレス･トレーナー………………………………………………………………..……１

マスター・オートルックス．………………………･……･……………………………………１

ソノグラフ………….……………………………………………………………………..……１

テープ編集器.…………………….…..………………………………………………･……….２

音声分析機……..….……….…………….……･……･…………………………….…….……２

計.……………………..….…….…………………………………･………………………2１

－７５－



７）語学関係の特別な学習室・図書室等の有無

《）有る………………･…………………･…….……………………………………………………１２

（ﾛ）無る………………………………………………………………………………………………5４

８）LanguageCenter（またはこれに類するもの）の有無

（ｲ）有る゛………….…….…………………………………………３（内訳…Ａ０，Ｂ１，Ｃ２）

（1ｺ）無い……………………………･………………………………･………………………･………６３

（ノリ記載なし………………………………………………………………………………………………９

９）ＬＬ.の種類・規模（座席数）および利用状況

（１）ＬＬ､の種類と規模

（ｲ）AudioPassive（Ａｐ）

~-------22と二コＡ 計Ｃ

学 数大 ２ ４

2,030／126
１６．１１

1,255／6０
２０．９１

715／B３
ａ６１

4,000／269
１４．８

座席数に対する学生数の割合

(ﾛ）Audio-Active（Ａａ）

グループ
－－

－

’
￣￣

Ａ 計Ｂ Ｃ

学大 数 ２ ３ ５ 10

4,129／240
１７．２０

3,630／147
２４．６９

3,010／206
１４６１

10,769／513
１８．１６

座席数に対する学生数の割合

、Audio･Active-Comparative（Aac）

【)Ｏ～1２０

Ｄ～７店

］～６后

計（大学数） 10 1１ ２１ 4２

27,836/1,1181
２４．８１１

座席数に対する学
生数の割合

3,784／120
３１．５３

11,497／473
２４．５１

12,555／1,125
１１．１６

、のうち

Ａp,Ａａｃ併設………………３大学Ａａ,Ａａｃ併設………………７大学

(2)Visualaids,Analyserの併圃の有無

《）Visualaidsが

有る………･……………………………………･……..………………･…………………･…２４

無い…………･……………………………･…………………………･………………………2５

－７６－



③Analyserが

有る………………………………………･………･………………………･…………………３

無い…………･……………………………..……………,………･…･………………………４３

(注）ＡＰは聞き取り練習のみ可能

Ａａは聞き取りと話し方（自分の声もマイクに入れて聞えてくるようにできる）の練習が可能

Ａａｃは聞き話し，それを録音・再生して比較検討できる

Analyserは学生の正答・誤答の分析・調査をする装置

(3)ＬＬ､の利用状況

（ｲ）利用度

西Ｉ伊

]１ｍ［二］】8-】

5１１６１２０１６ 【Ⅱ【]１［

(ロリ上記(イル)の場合の理由

Ｑ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
’
１
－
１
口
ｄ
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
■
■
■
０

円
》
”
□
。
（
亜
叩
〉
）
（
叩
叩
》
（
｝
『
⑫
》

４
０
０
１

３
０
０
３

０
０
０
０

０
０
０
０

１
０
１
０

８
２
１
４

３
１
１
３

時間的余裕がない

効果が消極的

蝋瀧繼,座席不足設備不良
等）

(a）

(b）

(c）

｡

！）（ｲ)(a)(b)の場合の利用の方法

ill1il

４
０
７

１ ６
０
４

１
０
２

０
０
４

１
１

２
０
４

０
０
頭

２

正規の授業に組み入れてある

〃組み込まれていない

併用

１
１
１
１

１
２
３

Ｉ
１
１

上記(1)の場合

全体で使尿

上記(2)の場合

;'１１！
学生が自由に使用できるがプログラマー
は一定
ライブラリ･システム採用

(aXb)の併用 １

２
３
２

２
４
２

(a）

(b）

(c）

－７７－
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第四部改革状況に関する事項

１．外国語教育の改革について

ＡＢＣ各校数に対する％
イ改革がなされた．………………………………………･……･2６（７：６：１３）３９（７０：４０：29）

口現在検討中.…………………･…･……………………………2７（４：７：１６）３８（４０：４７：３６）

ハ改革の気運がある…･………･……………………………･…1６（４：２：１０）２３（４０：１３：22）

二気運もない…･………………………………･…………･……７（Ｏ：１：６）１０（Ｏ：７：１３）

ホ本項無回答･……･…･…･……………………………………･･８（１：２：５）１１（１０８２０８２０）

２．（イ)の具体的内容と問題点

○講読偏重を改め，４技能を養えるようにした………･………………………･･……1５（６：４：５）

○定クラス制を止め，クラスを自由選択できるようにした.………………………･･1３（７：３：３）

（但し，多くは２年目の外国語の場合）

○必修単位をへらし，余力で多様な増加単位のクラスを設けた………･…･…･……６（２：１：３）

○前期２年だけでなく，４年にわたって外国語科目を配当した.…………･……･…５（１：Ｏ：４）

○開講外国語の種類をふやした………･………………………………………･……･…５（Ｏ：２：３）

○大クラスと小クラスに分けた.…………………………………………･…………･…４（３：Ｏ：１）

○外国語ゼミを新設した…･………………………………………………･……･………３（２：Ｏ：１）

○クラス数をふやすことにより，クラス・サイズを小さくした……………………２（０８０：２）

○同学年担当者の打合せ会を定期的にもつことにした.…….．………………………１（080：１）

＊自由選択別の問題点

・学生が単位のとり易い方に流れる.……………･…･………………………１（１８０：Ｏ）

・ほとんどが講読で，変りぱえしない..…………･…………………………１（０８１：Ｏ）

・登録事務のため学年当初の授業が混乱する｡…･…･……･……………..…１（Ｏ：１：Ｏ）

・学生自治会がクラス解体に強く反対している…･………………･……･…１（１：Ｏ：Ｏ）

3．（ロ)の予想される内容

○単位の整理…･………………………………………………………………･………･…６（２：２：２）

○ＬＬの導入・充実･……･……･…………･………．.……………………………………５（Ｏ：１：４）

○クラスの自由選択制･………………………………………………………………．．…４（１：１：２）

○外国語の種類をふやす．．………･………………………………………………………３（Ｏ：１：２）

○講読偏重を改める………………………･………………………………･……･………３（Ｏ：１：２）

○４年一貫の外国語教育を行なう……･……………………………………･…･………１（Ｏ：Ｏ：１）

○ゼミを設ける…･………………………………………………………………･…･……１（080：１）

○training中心の語学と教養の語学に分離する………･………………･……･………１（Ｏ：１：０）

○西洋文学講座を設ける……･……………………………………･………………･……１（Ｏ：Ｏ：１）

○外人教師の採用…･………………………………･…･…･……………･…………･……１（Ｏ：Ｏ：１）

－７８－

ク



○クラス・サイズ縮小･………………………･……………………･…･……………….､１（０

０語学自習室の開設………･…………………………………………………･………･…１（O

oteachingmachineの導入により，多人数教育と少人数教育を併用する………１（Ｏ

○80分授業（講義科目扱い）を止めて，120分授業（演習扱い)にする……………１（０

４．要望事項

○定員増…….………………………………………..………………………………1５（２

○外人教師の配置…………….……………………………………….．…………………５（５

○海外研修･………………………………･…………………･……………………４（１

ＯＬ.Ｌ・（新設・維持費・助手）…･……………………･…･…………………………４（Ｏ

○施設改善･……………………………………………………･………………･…３（１

○外国語教育研究所（LanguageCenter）の設置…………･……………･…･………３（２

○研究費の増額（講座制なみに）…………･……･……………･………………………３（１

１）

１）

１）

1）

０
０
０
０

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

７
２
２
３
１
１
２

６
１
１
１
１
０
０

○ＩＴＣを正規化する予算･…………………………･…･………………………………１（Ｏ：Ｏ：１）

○国内外国語研修センターの設置･…………..…………………………………………１（１：Ｏ：Ｏ）

oSabbaticalYearの制度･….．…･……………………………………………………･･１（１：Ｏ：Ｏ）

特に国大協あてと思われる要望事項

○教官純増を実現した例があれば教えてほしい.…･………･…………………………………Ｃの１大学

○教員養成を主とした大学用のアンケートを望む.…………………………………･･………Ｃの１大学

○外国語教育研究所（LanguageCenter）の各大学における計画実現を国大協

に積極的に支持してもらいたい……･………………………………………･･Ａの１大学

以上

－７９－
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Ⅲ教養課程における保健体育に関する

実情調査報告書

「

まえがき

大学における保健体育は，人間の生命・保健に関する知識を与え,学生の健康の保持向上を目的と

すると同時に，学生相互の連繋を深める役割をしている。また現在の大学においては,学生の体力が

低下していることもあるので，その維持向上の目的も重要である。

しかし，現在の大学における保健体育の教育が実際にこの目的に即して行なわれているか否かとい

うことに関しては，大学による差が大きく，種々の問題が提起されていることも事実である。

上にのぺた保健体育の教育の意義に照らしてみると，保健体育が教養課程における教育の一つの要

素であることは明らかで，少なくとも大学の４年間の課程を修了するまでに，このような保健体育に

関する単位を履修することを条件とすべきである。その講義の内容は,人間の生命の科学としての人

間の理解に役立つものであることが必要である。

上のような理由で，保健体育を－つの独立な学科目として，正課として実施するのが適当であるが

現行のように画一的に講義２単位，実技２単位として，全学生に課する方法については再検討を行な

うことが必要で，正課としての保健体育（４単位）についても学生の希望等により,柔軟に変更でき

るようにし，また実技については，希望により更に多くの単位をも履修することを可能にするような

措置をとることが望ましい。

また講義については，適当な総合科目誹義をもって保健体育講義にあてることをも検討し,そのよ

うな措置がとれるようにすべきである。

上にのべたような目的・意義にもとづいて，大学における保健体育を実施するにあたっては,多く

の困難があることも事実である。一方では，大学改革の一環として多くの大学で，保健体育教育の改

善の計画も検討されている。このような保健体育教育を本来の目的に沿うよう実施するため，まず各

大学の実情を調査し，これにもとづいて，特に改善すべき点などを明らかにすることが必要である。

このような目的で行なった今回の調査は，保健体育教官に対するもの,学生の履修に関するもの,

施設に関するもの，課外活動に関するもの，改革に関するものである。調査項目の選定が完全であっ

たとはいい難いが，種々の点で実状が明らかになり，今後の改善に資するところが多いと思われる．

調査の結果およびその項目別の概要は後に示すが，これらの調査結果からみて特に重要とみられ，

また特に改善に努力されるべきものとして以下の諸点を列記しておく。

Ａ保健体育担当の専任教官の大幅増員

現行では，学内併任教官・非常勤講師の担当になっているものが，かなりの部分を占めてい

る。これについては次の二点を強調したい。

－８５－



ｉ）大学としての保健体育教育を長期の展望に立ち計画的に実施するのには，ある程度の数の専

任教官による責任体制が必要で，これについては，現行では多くの大学について不十分であ

る。

ｉｉ）体育実技については，十分な配慮と注意がなければ危険が伴なうものが多く，このような事

情から，相当数の実技担当教官を配置することが必要で，現行では非常に不十分である。

Ｂ保健体育教官の研究条件の改善

保健体育教官の研究条件の現状はまったく不十分である。海外留学についてはもちろん，国内

の研修の機会にもめぐまれていない。特に海外留学については，他学科の教官なみの機会を与え

るような措置をとるべきである。

体育学科は一般に発足の日が浅く，以前に予算上非実験科目の扱いをされてきたという理由も

あって研究に必要な機器はまったく整備されていないので，この点について特に配慮することが

必要である。授業負担が過重になっていることも，研究条件を悪くしている要因の一つである。

いくつかの大学で教官の新規採用が困難であることをのべているが，その原因の一つはこのよう

な研究条件にある。

「体育センター」を設置する場合にも，これを単なるサービス機関ではなく，研究機関としての

‘性格をもたせるべきである。

ｃ保健体育教官の養成

現在では，博士課程，修士課程を持つ体育学部，体育学科のある大学は非常に少ない。

大学の保健体育教官の養成機関を早急に拡充強化することが必要である。

Ｄ施設の充実

施設については，全体として現行でも十分とはいえないが，特に管理・保繕職員の充実が必要

である。屋内施設は著しく不十分である。高層化等をもはかり，早急に充実すべきである。

なお，課外活動の充実をはかるとすると，屋外施設を含めて現行ではまったく不十分というほ

かはない。

（注）

各大学よりの回答（昭和47年３月31日現在調査）を入学定員数に応じて下記のＡ,Ｂ､Ｃの３グ

ループに分けて集計した。

Ａ＝入学定員1,000人以上の２６大学（入学定員総数40,711）

Ｂ＝入学定員500～999人までの３０大学（〃21,280）

Ｃ＝入学定員499人以下の１５大学（〃4,347）

回答大学数（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）７１大学（〃６６風338）

無回答大学数４大学（〃1,765）

～
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調査結果の概要

第一部教官に関する事項

Ｉ保健体育担当教官の所属について

１．回答校71校中，教養部（東大教養学部を含む）所属が最も多く，３２大学（全体の45.1％),つい

で教育学部所属が14大学（19.7％）であり，教育学部ではないが当該大学における専門学部の内

の１つの学部にまとまって所属している例が10大学（14.1％）あった。しかし，専門各学部に分

散所属している例は比較的少なく７大学（9.9％）にとどまっている。（「実情調査」９７頁参照）

なお，特定な所属の明示のない例が６大学（8.1％）あった。

２．所属の相違による得失（例えば，学内格差の問題，カリキュラム編成の主体性の問題など）は

当然あるはずであるが，「実情調査」ではそこまで立ち入ることをしなかった。しかし，保健体

育教育を大学教育として効果的に実施するためにも，また，大学教育全体の改革にあたっての保

健体育教育のあり方を考える場合には，保健体育担当教官がどの学部にどういう形で所属するか

は大きな問題になろう。

Ⅱ保健体育担当教官の員数について

１．専任教官は297名で，そのうち講師以上は248名（83.5％）で，その中で148名（66.3％）は，

講義及び実技を，１９名（6.4％）は講義のみを，８１名（27.3％）は実技のみを担当している。

（「実情調査」９７～98頁参照）

２．学内併任教官は専任教官とほぼ同数の292名に達している。これは，小・中.高の保健体育教

員養成課程をもつ大学（本調査では47大学）では，この課程担当の教官が併任として担当してい

るためである。

専門課程との併任は一見合理的にみえるが，それは授業の実施といった立場からのものであり

施設設備の管理，教養課程全体のカリキュラムと保健体育教育との関連など，教養課程としての

保健体育教育，いわゆる大学における保健体育教育を推進する上で必ずしも望ましい態勢とはい

えない。長期にわたって責任のもてる専任教官の充足が，急務である。（「実情調査」９７～99頁

参照）

３．助手の員数は専任49名（16.5％),併任40名（13.796）で，この員数は担当教官総数589名（専

任及び併任教官の合計数）の15％に当るがこの助手は，極めて少数の大学に集中していて，実際

には国立大学の全体としての保健体育の助手の数は，これらの特定の大学を除けば，平均１名に

充たない状態である。

実験科目として実技実習を中心に教育を実施する保健体育では専任助手の存在は不可欠である

（「実情調査」９８～99頁参照）

４．現状では専任教官の不足から非常勤講師による授業の担当はやむをえない処極であるが，非常
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動講師の内363名（81.9％）が実技担当者である。体育実技は十分な配慮のもとに実施されては

いるが，多分に危険を含む場合が多く，その危険に対する対処は直接授業の場だけのものではな

不断の準備と留意こそがそれらを未然に防止し得るものである。十分な準備と留意を非常勤講師

に望むことはまず不可能で，専任教官の増員はこの点からも緊急に必要なことである。

非常勤講師の内，講義担当の60名はほとんどが保健に関する講義の担当者である。環境問題，

新しい形の疾病等保健知識やその実際について理解させることが今日ほど必要な時期はない。定

員を配しこの方面の専門家を専任として迎えることは大学教育全体の責任上からも欠かせない条

件といえよう。（「実情調査」Ｗ～99頁参照）

Ⅲ保健体育担当教官の授業負担について

１．保健体育担当教官の授業負担はその人の分担する授業（講義または実技）及びその授業時間に

よって多少異なるが，先にものべたようにそのほとんどは講義と実技を共に分担しており，両者

を合すると１週の授業負担は平均７回である。

併任教官はその大学のカリキュラム併任分担などにより専任教官よ、当然なことながら負担が

やや少なく１週平均６回である。（「実情調査」９９頁参照）

２．専任教官であっても教義課程の保健体育以外の授業を学内で担当する場合があるが，その内半

数以上についてはその分だけ負担の増加になっている。教養課程専門課程のそれぞれの授業につ

いて，教官の交流は望まれる方向ではあるが，現状ではそれが負担の増大という結果になってい

る。（「実情調査」100頁参照）

３．授業１回（ｲINHに１＝マ）の長さは講義と実技とでは，やや異なるが，共通的には100分がもっ

とも多く（講義では29大学，40.8％，実技では35大学，４９．３％),次いで90分（講議では22大学

31.096,実技では23大学，32.496）とほとんどがこの時間範囲に入るが，講義では12大学（16.9

％）が50分授業を実施している。（「実情調査」100頁参照）

Ⅳ保健体育担当教官の研究条件について

１．期間の長短を問わず何らかの形で在外研究に従事した経験を有するものは，保健体育担当専任

教官の中の18.9％である｡この内６ヵ月以上の長期にわたる者はわずかに数名で,しかもそのほと

んどは大学教官に就任以前の留学であり，いわゆる保健体育担当教官としての国外研修の機会を

得たものは２～３名にすぎない。更にこの内文部省在外研究員の資格で研究に従事したものは，

国立大学保健体育専任教官中１名にすぎない。このことは，大学における他学科担当の教官に比

ぺ著し<不利な条件のもとにあるといってよい。

教養課程教育の充実は単なる教官の教育技術のみによるものではなく，教官個々の広い識見に

もとづく人間性がその根幹になるといってよい。保健体育担当教官といえどもこの条件の枠外に

あるものではなく，せめて他教科なみに，国外研修の機会のもてる方策を要望する。（「実情調

査」100頁参照）

２．国内研修の経験者は専任教官中約50％である。この数は一見研修の機会の充実を意味するもの

ととれるが，これらの研修経験は，ほとんどが新制大学発足当初文部省がＣＩＥと共催した，民
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主的教育の推進にかかわる教育系教官の研修であって，今日のいうところの大学教官としての国

内研修とは性格を異にするものである。

実際に大学教官として要望される国内研修の機会を得たものは実情調査に示された数の半ば以

下といってよいであろう。

Ｖ保健体育教官の新規採用について

１．専任教官の新規採用にあたって困難ありとの答が（やや困難を含めて）３７大学（52.1％）あっ

たことは注目すぺき点で，しかも理由の半ばは地域的条件と定員不足をあげている。前者の理由

は比較的入学定員の多い大学と中間的大きさの大学で，後者の理由は入学定員の少ない大学と中

間的大きさの大学から出されている。これらについて，先ず入学定員数の少ない大学においても

保健体育担当教官（専任）の定員を確保し得るような処置を要望するとともに，そのため研修の

機会の拡大などにより，地域的格差の解消を進め広域的人事交流の行えるような大学運営が望ま

れる。

なお，国立大学における大学の保健体育担当教官の養成機関の充実も早急に実現されるぺきで

ある。

第＝部学生の履修に関する事項

Ｉ保健体育の識義及び実技について

１．講義として開講されている主題目は主として体育的立場からのものでは，スポーツ･レクリエ

ーション論を含めて社会体育といった生活に直結した体育活動に関するものが最も多く，次いで

体育原理，トレーニング論等である。

主として保健的立場からのものでは環境衛生に関するものが断然多く，次いで健康と体力との

関係を論じたものが多い。（「実情調査」102頁参照）

２．体育実技の開講種目は大学の規模によってかなり差があるが，500名以上の入学定員の35大学

（Ａ及びＢグループの大学で全体の49.3％）が８～11種目のスポーツ種目を開講てしおり，２大

学を除いてすべての大学が６種目以上のスポーツ種目を開講している。開講スポーツ種目では，

バスケットボール，バレーボール，サッカー，テニス，卓球，バドミントンが圧倒的に多い。

（「実情調査」102～103頁参照）

３．身体虚弱者，肢体不自由者，病的要注意者などのための，特別体育種目もほとんどの大学で開

講されている。（「実情調査」103頁参照）

４．学内体育施設以外の自然環境を利用して行う野外活動種目の開識もかなり目立つ。（「実情調

査」103頁参照）

Ⅱ保健体育の履修方法について

Ⅲ保健体育の学習条件について

１．卒業の要件とされている講義２単位，実技２単位の保健体育科目の履修方法については,講義

は１学期を指定して履修させている大学が43大学（60.3％）であり，次いで２学期間のいずれか
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での選択履修にしている大学が18大学（25.3％）で，それ以上の学期にわたっての選択履修を認

めている大学は，わずかに残りの８大学にすぎない。また学習条件も講義は指定クラスで行なわ

れているものが最も多い。（53大学，74.6％）

このことは，定員やカリキュラム編成に関連する問題で直ちに結論は出せないが，講義の選択

履修という立場からも，もっと幅のある履修を考えてよいであろう。（「実情調査」104頁参照）

2．実技の履修は大学在学中の前半４学期間にわたって履修する大学（35大学49.396）が最も多く

次いで多いのは３学期にわたって履修させる大学（20大学28.2％）である。４学期以上の大学在

学期間にわたって履修の便を与えている大学が数大学あるが，講議の場合と同様，カリキュラム

編成や教官の問題が関連するが，単位履修のみにとらわれず体育実技履修の機会を，大学在学全

期間に行えるよう，検討してもよいであろう。

3．実技の学習条件は数種の実技種目の内から自由選択により，実技クラスを編成して行う大学が

多く（47大学66.2％),漸次この方向に改善されつつある。

また，授業クラスの人数は47大学（66.2％）では50名前後で授業が行なわれているが，１７大学

（24.0％）ではそれより多い人数（70名～150名）で行なわれている。危険防止からも，教育効

果からも，少なくとも実技クラス，１クラスの人数は50名以下にすることが望ましい。（「実情

調査」104,105頁参照）

第三部施設に関する事項

Ｉ体育関係施設

１．今回の調査では施設の有無を中心に調査し，その施設の大きさや学生数等の関係についてまで

立ち入らなかったので，保健体育教育遂行上からの運動施設の適否について論ずる資料は得られ

なかったが，各調査項目に関連して出されている問題点及び希望事項から，今後に対するこの方

面についての総合的視点が明かになるものと考える。（「実情調査」106～110頁参照）

２．体育館，総合グランド，テニスコート，プールなど主なる屋内及び屋外体育施設は，回答を寄

せた71大学では，ほぼ保有していることが明らかにされた。（「実情調査」106頁参照）

３．トレーニングルームは33大学（46.5％）が所有しているが，その大きさは収容人員50名以下の

ものが70％であり，施設の拡張の要望が強い。また，所有していない38大学では，設置の必要を

強調している。（「実情調査」107頁参照）

４．更衣室（66大学93.0％),ロッカー（59大学83.196),シャワー（61大学85.9％）の設極は,ほぼ行

きわたりつつあるが，設備の狭小や不足が目立っており，拡張および増設への配慮が望まれる。

（「実情調査」108,109頁参照）

５．体育施設．用具の管理．保繕職員の不足が目立っている。現在職員を置いている大学は41大学

（57.7％）であるが，内専任職員を置いている大学は16大学に過ぎず，他は兼任または非常勤職

員を充当している。（「実情調査」109頁参照）

Ⅱ保健管理施設
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１．施設は回答大学中の68大学（95囑7％）に設置されているが，いわゆる保健管理センターと呼称

される施設は35大学（49.3％）で，その他は単なる保健室，医務室程度のものである６（「実情

調査」110頁参照）

２．職員構成は専任に加えて併任，非常勤等で構成されている大学が45大学である。３０大学では職

員数は５人以下である。（「実情調査」110頁参照）

Ⅲ体育施設の一般開放（学外開放）について

開放している大学は回答した71大学中28大学（39.4％）で，残りは主旨に賛成するが，管理上の

問題と余裕のないため開放していない。開放している大学も実状は全面開放といった形ではなく，

希望に応じた不定期開放がほとんどである。（「実情調査」111頁参照）

第四部課外活動に関する事項

1．運動部の組織は67大学（94.4％),スポーツ同好会組織は48大学（67.6％),更にスポーツ行事の

ための組織が36大学（50.7％）と，ほとんどが学生を中心に組織されていることが明らかになっ

た。

スポーツ同好会組織及びスポーツ行事のための組織は，年々増加の傾向にあるといえる。（｢実

情調査」111,112頁参照）

2．運動部及び同好会として組織されたスポーツ種目は延べ100種目以上にわたっている。（「実

・情調査」113,114頁参照）

3．個人の自主的スポーツ活動については，６８大学（95.8％）が用具の貸出についての便宜を提供

しており，４４大学（62.0％）では使用運動場所の指定や調整についての，積極的働きかけを行っ

ている。（「実'情調査」114頁参照）

第五部改革状況に関する事項

1．改革がなされたとの回答を得たのは13大学（18.3％）で，４９大学（69.0％）では改革について

検討中であることが明らかになった。

2．改革したと回答した大学における，改革の主要な点は，履修についての選択の幅を拡げたこと

実技クラスの学生数を小人数制にしたこと，実技履修に集中方式と通常方式との組合せを採用し

たこと等である。

3．改革を検討中の大学における改革すべき内容となる主な問題点は，講義・実技とも履修の際の

選択幅の拡張，実技指導の際の体力別・能力別指導の徹底，実技指導と課外体育スポーツ活動と

の関連，講義の総合科目化などである。

４５実技種目については，野外活動種目の正課としての開設についての要望が特に強く，学内体育

施設を使っての日常授業としての開設実技種目については，高校までに履修した既習種目を中心

にするか，高校までに履修しなかった学生の未習種目を中心にするかについての意見は，相半ば

していることが明らかになった。（以上１～４について実情調査115～117頁参照）
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5．大学の保健体育全般についての問題点及び要望事項とし冠は,~体育実技施設の整備・拡充が最

も多く，具体的には室内プール，体育館の多機能化｡高層化があげられている．）

なお，改革にあたって１つの視点となるであろう総合的体育センターについては,２大学から

その性格についての意見が出されている。（「実情調査」117頁参照）

七

Ｌ
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教養課程における保健体育の
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第一部教官に関する事項

Ｉ保健体育担当教官の所属について

「１
Ｌ」

(なおその他の内訳は次のごとくである）

７ 10２○１つの学部に所属する １

0１ ０○分校所属

５ ０ ６○特定な所属を明示せず １

１0 １0○現在体育教官なし

hＰ

Ⅱ保健体育担当教官数について

１）保健体育担当教官の員数（実員数）但し，（）内の数値は各任用別教官総数を100とした場

合の％ｏ

Ａ－（26大学入学定員総数40,711）

錘竃

功藪［授

肋教授

ｒ
Ｌ

円-．１１ぱ

「
４

－９７－

区ii塞皀 ３１－７１８１１８１

|、j旦墾［」＿…｜識義’計

Ａ Ｂ Ｃ 計

大学2０ 大学1１ 大学１ 大学3２

３ 1０ １ 1４

0 ２ ５ ７

１ ２ ３
専
任

教授

助教授

講師

助手

7名

４

０

０

8名

3３

1２

3６

25名

4７

1４

0

40名

８４

2６

３６

150

名

(80.6）

３６

(19.4）

186

名

(100）

兼
任

学
内
併
任

教授

助教授

講師

助手

非勤常講師

８

７

２

０

2７

1５

3３

４

1７

210

1７

1７

４

２

1０

０
７
０
９

４
５
１
１

247

107

(84.9）

１９

(15.1）

126

(100）



B－（30大学入学定員総数21,280）

義
技

講
実

計
講義 実技

２ ３

教 授 1名 2名 24名

名７
０
１
９

２
っ
）
１

名

６８

(88.3）

9

01.7）

名
専

’助教授 11 1８

７７

(１００）
識 師 0 ３ ８

|任
肋 手 ２0 ７

教授 1３８ 3０

１
６
７
７

５
６
１
１

学
内
併
任

’
兼

ｊ
Ｊ

４
７
７
３

旧
ａ
１
１

８
１

く
く

助教授 3４７ 2５

１５１

０００）
講師 ２ ６ ，

助手任 11 ５

非常勤講師’２４ 120 ８ 1５２ 1５２ 1５２

C－（15大学入学定員総数4,347）

講
実

義
技

計 Ｖ

講義 実技
１ ２ ３

教 授 2名 3名 5名 １０名

1６

４

４

名

３０

(88.2）

４

(11.8）

名

｝
専

助教授 ３ ７ ６

３４

(100）
師識 ２

任
肋 手 １ ３0

教授’1

３
７
１
４

学
内
併
任

Ｉ兼
助教授 ４１ ２

１５

(100）
講師 ０ ０

４助手任 0 0

非常勤講師 3３９ 4４２ 4４

計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）７１大学入学定員総数66,338

計

文Ｉ己J趣

２ ３

‐
Ⅱ
１
１

１

曜一Ｂｌ１ｌ０

１
１
１
「
‐
Ｉ
ｌ

１
－
ｊ
－
ｊ

鋸
一
、
｜
羽

教授

峠
一
団
一
刀
一
“

77名 名

２４８

(83.5）

名

２９７

(100）

専

’
１９名

(loo）
８１名

(64.8）
148名

助教授 1３０
(96.7）

講師 ４１

任 ４４

(35.2）
４９

(16.5）５１５助手 4９

－９８－



教授’１７ 2９ 4８ 9４

|柵， 'ぬ |`鍋
兼 ２９２

000）
助教授

応
－
４

6２ 5３ 1３０

学
内
併
任 講師 1１

Ｅ
’
７

2８

３２

(23.9）
７

(5.8）
４０

(13.7）
任 助手 １ 3２ 2４

非常勤講師’６０ 363 2０ 443 443 443

2）教官の１人当りの担当学生数

グル プ
Ａ 計Ｂ Ｃ教官任用数別

講師以上専任教官平均担当学生数 271.4人 312.9人 144.9人 267.5人

助手を含めた専任教官平均担当学生数 218.9 276.4 127.9 223.4

専任及び学内併任教官平均担当学生数 130.5 93.3 88.7 112.6

Ⅲ保健体育担当教官の授業負担について

１）１週間の授業回数（いわゆるコマ数または枠数）

なお，（）内の数値は平均コマ数
Ｐ

Ａ Ｂ 計Ｃ

受業名

しま』Ｌ講義｜実技 講義｜実技｜識義｜実技｜識義祇毛

教授'0.5ざ2)回
２～１５

（5.0)回
3～１８

（6.2）

1～８

（2.6)回
1～１０

（4.1)回
2～１４

（4.8）

０．５～４

（1.8)回Ｉ
１～１０

（4.6)回
３～１６

（5.3）

０．５～８

（2.3)回
1～１５

（4.5)回専

助教授Iq5ごbｉ
0.6～８

（2.8）
1～２

（1.0）
0.5～８

（2.2）
2～１８

（5.5）

講師'1~2５0.1）
4～１１．６

（5.7）
l～７

（1.9）
2～８

（4.6）
１．５

（1.5）
５．５

（5.5）
1～７

（1.6）
l～１１．５

（4.9）任
3～２４

（7.0）
4～７．５

（5.8）
4～１０

（6.6）
3～２４

（6.4）｜＿’
助手Ｉ０ 0 0 0

1～６

（26)１０６５４`）
l～２

（1.4）
l～５

（2.4）
2～11

（4.4）

６ 1～６

（5.3）
1～６

（2.1）
0.5～１１

（3.6）
教授学

内
併
任

(6.0）
雑

055§,）Iq5a:）
1～７

（2.0）
０．５～５

（1.6）
2～６

（4.3）
0.5～７

（2.0）
0.5～11

（3.6）
助教授

1～１３

（5.0）
１ ｌ～３

（1.5）
ｌ～６

（2.6）
0.5～２６

（4.3）

３

'~iL8)II-g3）講師 ０
(1.o） (3.0）

l～７

（3.2）
1～３

（3.5）
1～７

（2.7）
任 助手 ０ 0 ０

１．５～２４

（4.4）
1～７

（1.8）
0.5～４

（1.5）
l～７

（３５）
0.5～７

（1.8）
1.5～２４

（4.4）
非常動

2）教養課程の保健体育の授業以外に講義演習等を学内（他学部を含む）で担当している教官数及

びその講義演習の授業の１週間の合計回数は次表のようになる。

Ａ 計Ｂ Ｃ

教官数 69名 l]０名 33名 212名

1週間の合計授業回数 577回 225回 51回 333回

－９９－



なお，上記の場合教養課程の保健体育授業の負担は次表のようになる。

ゲソＲｂｒ客i十K歴鋸

１回の授業時間の長さは次表のようになる。3）

時間

、三一℃
50分
以下

130分60分 70分 80分 ９０分 100分

大学
９

学
分

大
０

110分

篝０’０

》０’２

学大
０

Ａ

1６
義識

ｏ
ｌ
０
ｌ
１
－
１
ｌ
１
ｌ
３

1２ ０

0 0 １ ０
－

１

0

９
｜
卯 ■

２

０
一
０

０

技定
１

６
｜
弱

３0

４４0 ０

Ⅳ保健体育担当教官の研究条件について

1）海外における旅行，もしくは留学等いわゆる在外研究に従事した経験のある教官のいる大学，

及び経験教官数は次表のようになる。（）内は，専任教官総数に対する経験者の％。

頬’
経験した教官数無有

教官数
計

４
名

無
し

３
名

２
名有

り

１

名

大学
４

大学
２

３１人
(16.7）

大学
３

些十大６

－－様Ｉ
大学
1２Ａ

１４

(18.2）
０1２1７1３

Ｂ
｜
Ｃ
ｌ
計

１１

(32.3）
６ ２ ０７８

６６

(18.9）
４ ３2２ ６3５ 3６

丘．

－１００－



2）国内研修をした教官数

なお母数はそれぞれのグループの保健体育科専任教官数であり（）内は専任教官数に対する
経験者％。

淫
有 』歴

ＪＤＯ、 経験した教官数

有
り

無
し 1

名

２
名

３
名

４
名 教官数

計

６

名以上

１４大学’12大学 大学
｡学大’０大学’１大学’７大学 名

7７（37.6）
Ａ

６

1３Ｂ 1７ 1３ ４ ！￣ ３ ２ 6３（81.8）

Ｃ ７ ８ ２ ４ １
－

２

0 0 1３（51.1）

計 3４ 3７ 2１ ８ ４ ９１１４６（49.2）

Ｖ保健体育担当教官の新規採用について

１）困難があるか（）内は各グループ毎，及び全調査枝を母数とした％。許

噂 任 非

計Ｂ Ｃ Ａ

イ鰍ど醗Ｉ（』瀞
。やや困難Ｉ（2K,）
ハきわめて園難’（玉,）

，:瀞
１１

（36.7）
７

（23.3）

竺竺』
３２大学

(45.1）
１９

(26.8）
１８

(25.3）
２

（2.8）

６大学
(23.1）

５

ｌＯ）Ｉ（４６

１１

(42.3）
８

(30.7）
１

（3.8）￣、（3.3］無回答’（９８）

2）困難な理由

グループ
｡－

Ａ Ｂ Ｃ理由

霊
回

大学 大学 大学イ地域的理由 大学
８ 1８

ロ経済的理由 ３ ２ ５

'、研究条件 0 １ ０ １

研究能力と実技
指導の調和 ０ ５そ

の
他

定員がない ３ ６ ６ 1４

教官構成上の問
題等 ２

動
に
つ
い
て

主
と
し
て
非
常

適任者が ２

時間調整が難し
い

２ 0

その他 0 ２ ０
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3）採用方法（）内は各グループ毎及び全調査校を母数とした％。

計ＣＢＡ
1EIのﾌﾟﾃも

２６大学
(36.6）

１大学
（６．７）

１４大学
(46.7）

１１大学
(42.3）墓イ公

１３

(43.3）
１１

(42.3）ロ学内教官の推藤 (49.8）(73.3）
６

（８．５）
４

（５．６）

１

（６．７）
２

０３．３）

２

（6.7）
１

（３．３）

３

(11.5）
ｌ

（3.8）

時には学内の推薦

回答

ハ時には公募，

二無

第二部学生の履修に関する事項

Ｉ保健体育の講義及び実技について

１）保健体育の講義

『～竺竺 主として保健的立場からのもの主として体育的立場からのもの

ＤＩＥ

主
発｜健｜保｜環ｌｊＢｍＬUcuZm

題

～～！～～～～「
グ
ル

（
プ

（
５１２６１９１６１１目９１【】Ａ

ｒ１
Ｌ」リＩ上Ｂ

Ｃ

０１２０１６３１１リ、１１８１８１Ｚ自

計

（注）数値の単位は大学

の体育実技

Ａ開講スポーツ種目数と種目

ａ開講種目数（）内は各グループ毎，及び全調査校を母数とした％。

胆
種
目
以
上

ｕ
ｌ
烟
種
目

皿
ｌ
旧
種
目

、
’
Ⅱ
種
目

８
１
９
種
目蛾

５
種
目
以
下

６
１
７
種
目

Ｉ大学
（３．８）

５大学
(19.2）

４大学
(15.4）|（綴字｜

’（::｡）

７大学
(26.7）

３大学
(11.5）

O大学
Ａ イ

２

（6.7）
４

(43.2）
７

(23.3）Ｂ
（3.3）｜（3.3）

１

（6.7）
４

(26.4）

ｌ

（６．７）
2

03.2）
４

(26.4）

２

０３．２）
１

（６．７）
Ｃ

４

（5.5）
６

（８．５）
］２

(16.9）
２３

(32.4）
１６

(22.5）
８

(41.3）
２

（2.8）計

－１０２－



ｂ開講スポーツ種目

５１６１７１８，９ＩｌＬ

季（lソl畷l釘Ｉ７ｋＩダl陸

雛

、
‐
］
』
【
‐
し

『
】

【
】

『
】

。
【
】

Ｊ
’
ｌ
’
厄

ｊ
’
ｌ
’
厄

「
‐
』
｜
【
『
】
一
行
し

ＤｌｌｌＩｇ
Ｊ
一
：

「
】
】
【
円
し

０
一
０

ｊ
一
０

９
－
６

Ｕ
’
０

３１６１０１］０１］１１５

､’６，Ｂｌｌｌｇｌ４１６１，/ｌｂｌｄｌｂ

９３１１１伯

(注）数値は大学数

Ｂ特別体育種目またはコースの開設について

歩
行

ボ
ー
リ
ン
グ

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ト

洋
弓

和
弓

体
操

水
泳

軽
ス
ポ
ー
ツ

卓
球

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ゴ
ル
フ

ラ
ン
ニ
ン
グ

保
健
コ
ー
ス

テ
ニ
ス

ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

ス
ケ
ー
ト

リ
ハ
ビ
リ
テ
イ
シ
ョ
ン

開
設
種
目
、

、

６ グ
ル
ー
プ
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、

【
】

【
】

ｎ
Ｊ
』
【
』

【
ｌ
］
。
【
昨
ｕ

Ｕ
一
０

０
一
、

屍
】

【
】

）ｌＯｌＯＩＯ［ＯｌＣ

【】１０１〔

ｒ
－
０
Ｌ

４１３１３１３１２１２１２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

（注）特別体育種目またはコースとは身体虚弱者，肢体不自由者，病的要注意者など特別な体育教育を必要

とするもののための体育実技学習利目またはコースである。なお数値は大学数

Ｃ野外活動種目の開設について

水
泳

登
山

ス
キ

開
設
種
目

グ
ル
ー
プ

、
ＬＵ

、ＩＯＩＣ巾下Ａ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｃ

］ＩＯｌＯｌＬ

］１【】【ＤｌＬ

３１１２１１１０計 ｎＩＬ

(注）野外活動種目とは学内体育施設以外の自然環境を利用しての体育実技種目をいう。なお，数値は大学数
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Ⅱ保健体育の履修方法について

講義および実技の履修方法

（）内は各グループ毎及び全調査校を母数とした％。

識 義 実 技

１
学
期
で
履
修

２
桴
鋼
輌
彫
掛
ず

３
繧
鰄
鋼
廊
織
ず

４
桴
翻
墹
廊
織
ず

そ

１
学
期
で
履
修

２
学
期
で
履
修

３
学
期
で
履
修

４
学
期
間
で
履
修

そ

の の

他 他

」、ＵＵＱⅡ＿【】ＪＩｑｑ］＿１コ

[】[】Uに

【１【】コーィＤＩＵ□

Ｊ１0１［。】［。

、３－３〕Ｉ（ｑＯ－Ｏ）１（后

）’１０１２０１３５

§Ｕ､。）’（２６．３）Ｉ（５－６１１「２８１｜ｒ２Ｒ ５.Ｚ〕１（４９－３）ｌ「８用

(注）数値は大学数

、保健体育の学習条件について

１）講義の学習条件

（）内は各グループ毎，及び全調査校を母数とした％。

ゴー膣授菜@

０ ５

０６７）
３

(20.0）
８

０１３
の他そノ、

2）実技の学習条件

（）内はグループ毎，及び全調査校を母数とした％。

Ａ

。

●
■
Ｌ
Ａ
Ｂ
●

ニ
ュ
ロＣ

ｌ大学
（３．８）

６大学
(20.0）

４大学
(26.7）

１１大学
(15.5）

数種の実技種目を示し，その範
。囲内で学牛の自由選択により実

１５

(57.7）
２３

(76.7）
ｇ

(30.0）
４７

(66.2）

ＭｎＬグロ１年

５

(33.3）
１

（6.7）
0 ６

（８５）芝禰コース内の実技極日選ｊ
ｋり実技クラスを編成する国

Ｃｌ（];3）FF5T5T
5

09.2）

－１０４－



3）授業クラスの大きさとその数

（）内はグループ毎調査枝を母数とした％・数値は大学数

nIfiif;ijIE
技

野外コーース

実

スポーツ種目
義譜

特別種目

ＡＩＢ｜Ｃｌ計 ＡｌＢ’Ｃｌ計・’ＡｌＢ’Ｃｌ計’ＡｌＢｌＣ

計

(313)|(3353）
６

（8.5）
１０

(38.5）
２

(13.3）
２１

(30.0）
２

（7.7）
5

06.7）
３

(20.0）
，

(30-0）30名以下｜ＯｌＯｌＯｌＯｌＯ

Ｌ’
４

(15.4）
４７

(66.2）(,14)|(6;92）
２０

(66.7） (`17)|(7§の
１

（３８） ０１(`)7）
２

（2-8）50名前後まで｜Ｏ|(313）
，

(60.0）
0

'0名前後まで|(旧全)|(,`小劣)|(,;４７)|(Ⅲ§`)|②§の|(`１７)|(,』9小｜‘ ｏｌｏｌ(2発）(617)'014）
２

（7.7）

ヒニセュ
２

（7.7）
ＯＩＯ ＯＩＯ

ｒ１

Ｌ｣ [ＤＩＬ

.Ｕ
［】Ｏ】l【ｂ６．／）’２６－．／ｌ【４．／＿

０１０｜ＯｌＯｌＯｌＯ３１０１OＩＯｌＣ。Ⅱ【」Ｎ
Ｃ
、 ＪＵギ

ヨーイ）ＩｌｆＨＤ－’、I［二℃

2…±|(119`)|(３１３)'。|(54`）
５

(16.7）
０１０１０１０１０１０１０１０１０ ３

(20.0）
８

(lL3）

頚`;篭盆7」ｏｌｏｌｏｌｏｌｏｌｏｌＯｌＣ ５１１０１３６

LｉｂＤＩ（ｂ３－３Ｄｌ（６６－．／〕Ｉ（ｂＣ

ＤＩＯｌＵＩＬ ］ＩＵ

b－７〕ｌ（９－９）｜【ｄｕ８〕I（４６－７〕ｌ【Ｚ６－７）１（３６．〔



第三部施設に関する事項

Ｉ体育関係施設

１）保有している運動施設について（但し表中の（）内の数字は兼用施設）

ＩｌｉＬｌ１Ｉｌｌｉ川Ⅱ(i
ZFTiT1?iI〕|(三P;'て:FF〕'百〕|JTTTTTB｢｢|TlTTw三
(壱)|'`|,|(菱|(蓋|凸|LL;)|(電，|(電)|(署)|(!；,|〔i)|(1)|召)|`'''1卜M-21nilii．
(]』)'u'91品|(1)|い'(!:)|(』)侭|(jjlol･'1|ololol1l＜暇lLf)'｡,.
(`;)|`､１．|《藷)|(if)|(:)|(:8)|(諄)|(f:)|(::)|(墨)|(1)|(:》|(21,|`|(?)|,|`|(雫)|(鬮z)'《’7’'2`,《,!）

、

ホ
柔
’

一一

卜
弓

チ
テ

イ
体

ロ ゴー

剣

'、

運
動
施
設

１
０

１
Ⅱ
！

＋
Ｉ

１
１

１
１

青 ス
コ

〃 〃 〃 道
場

道

グ
ル

道
場館

ｼ、 ⑪㈹

。
｜
吃

⑥

卜
｜
配
一
釦

‐
Ｉ
‐

場
一
餡
一
ｍＨ 81(2{)|(月）

７
Ａ

陣

冒： '2'’ 21(2:)|(雫）
‘|(!:|(':）
‘|(譜)|(翠）

''0１
７１３

Ｂ

'121
３１３ ９１１５

Ｃ

|`51〃
5３１７８

計

(注１）体育館のＡ・Ｂ・Ｃ。Ｄの区分は次のようである。

Ａ：バスケット，バレー，ハンドボール等の球技の可能な総合体育館。

Ｂ：体操，トレーーング等を主体とするもの。

ｃ：卓球，バドミントン等のスポーツ種目を主体とするもの。

Ｄ：その他の屋内体育施設。

(注２）ケのその他の運動施設は射撃場，土俵，補助グランドなどである。

(注３）数値は大学数

Ｕ：



2）トレーニングルームについて（）内は各グループ毎調査枝を母数とした％。

又竃

EUＴＵ■２ｍ

割．１－回一ｌ」ユｌ調

、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

のＩ１:Hｊ

、１８１６

】
。
『

【】
「１

．１出ｌｌＯｌＯ【

４０－０）Ｉ【６０－０

ＤＩＯＩ［ＤＩＵ

[】nｍ

４，－，】Ｉ【、。-用

(注）数値は大学数



3）更衣室・ロッカー・シャワーについて

Ａ更衣室・ロッカー（）内は各グループ毎調査枝を母数にした％。醐一電一一一一へ

Ｆ
１ 衣更 室 力ロ ツ

無
一
な

収容人員

一二三四無
五七五○○○
○○○○○○

錘辨
回

答

望
洲
騨
耐
齪
鵬
沙
祁
川

棚洲Ⅷ比、川峨峨》Ⅱ汪
及
設
備
不
備

点
狭
小
の
た
め
拡
張
の
要
求

題
改
修
の
必
要

間
設
置
希
望

男
・
女
別
専
用
施
設
が
必
要

無
一
な

有
一
あ

収容人員 問題点及び希望

有
一
あ

い
こい

二、

個
人
専
用
ロ
ッ
カ
ー
の
必
要

男
・
女
専
用
面
ツ
カ
ー
の
必
要

狭
い

管
理
困
難

専
用
設
備
が
必
要

運
動
ク
ラ
ブ
に
専
用
さ
れ
が
ち

設
備
増
設
希
望

不
十

分

一一二三四五無
○五○○○○
○○○○○○

人人人人人人［回 人人人人人人回

以前前前前以 以前前前前以

下後後後後上答 下後後後後上答、 し しり

－
得
◎
酌
－

３３３４４６０

３ＭＯ３ｌＯＯ川|(3;18)(,,５２)l61M16I
２３３

(88.5)(lL5）
０５０１０１１１

Ａ

２８２

(,0.oＸ7.7）
６２９４２０５

0］０６００Ⅱ1201(8:§3)(,`５７)|lＯ６ＭＯＭ
２１０２２１００

Ｂ

１５

(57.7）
７６２００００１０１０４２００００８ ７５１００００１１２２１０００００ 1３２

(86.7)(13.3）
Ｃ

(,藍｡)(7F｡)|l6u '州６６５１３３川５ⅡⅡ421(8:?,)(!;?｡)'2Ⅲ６６１，３１３ＭＭ川’回

(注）数値は大学数



Ｂシャワー（）内は各グループ毎，調査校を母数とした％。

ｒ蔓旦 問題点及び希望温冷水設置数

各
体
育
施
設
毎
に
設
置
し
た
い

管
理
困
難

増
設
希
望

冬
期
の
結
氷
対
策

温冷無不無
一
般
学
生
が
利
用
で
き
な
い

温
水
が
必
要

識
置
し
た
い

改
修
の
必
要
あ
り

'(内 五六

一
、

ユ
ノ

,容
グ（

ル（
〈

冷回十回
以

》、 答

以
上

三
○

二
○

一
五

一
○下

水水答分

‘|(『:，,)|(鋼９１)'@ァｕｕ１'’’’1'１’，“。“
‘|(,67｡)'00%)|Ⅲ．‘。。’叩．。。|,ユア、｡‘』！

;t:鶚|:T;÷=L;=半=;=;-；
１０５１００００

２４１９２１２２１

(注）数値は大学数

4）学内体育施設・用具の管理・保繕職員について（）内は各グループ毎，調査校を母数とし

た％。

項に

写Ⅱ浸豆５Ｈ\配

割密

、［口

］０１６１Ｃ、’［

５２００（】

］０［ＤＣ【、００ｍ

Ｂ［

(注）数値は大学数

－１０９－

専任 兼任

い
る

な
い

１Ｖ

専
任
の
み

兼
任
及
び
非
常
勤

専任

-- 二三そ無

の回

人人人他答

兼任

二そ

の

人人他

非常動

二そ

の

人人他

職
員
宿
泊
施
設
が
必
要

管
理
者
必
要

増
員
の
要
あ
り

専
任
が
必
要

Ａ
2０

(76.9）
６

(23.1）
1０ 1０ 1０１１１１ ３００ ６１0 ７４０１

Ｂ
1７

(56.7）
1３

(43.3）
６ 1２ ６２０００ ４０１ ５３１ 10４２０

Ｃ
４

(26.7）
1１

(73.3）
１ ３ １００００ １０１ １００ ２０００

計
4１

(67.7）
3０

(42.3）
1６ 2５ １７３１１１ ８０２ 1２４１ 1９８２１

ｈ
、

篝
～
、

グ
ル
ー
プ

有無
い
る

な
い

１Ｖ

構成

専
任
の
み

兼
任
及
び
非
常
勤



5）体育施設使用調整機関について（）内はグループ毎，調査校を母数とした96。

構成貝 機 能 所 在

職
員
の
み

教
宮
の
み

の
他
の
老

教
官
・
職
員
・
学
生
・
そ

教
宮
と
職
員

教
官
と
学
生

職
員
と
学
生

教
官
・
職
員
・
学
生

全学一そ

般

学部の

教

ホ
イ
・
ロ
・
〈
の
兼
業

ニ
イ
と
ロ
の
兼
業

ハ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

ロ
利
用
の
胴
整

イ
使
用
規
定
作
成

的別育他

１１１０４０１４ ０７０６８ ３３２１
8０８１１（ｌ９－ｈ

０５１６２２４１２６０ ９３ 1５ ３２０【】ｌｌＬ

０２５０００１１０５０１ ２ ６１１０
､。＿。］ＩＩ４ｂ

１１８６１０２３９ ２１８ 0１６１３ 3４ ７５１
69-Ｏ１１Ｉ３Ｌ（】

(注）数値は大学数

Ⅱ保健管理施設

（）内は各グループ毎，調査校を母数とした96。

鉦
ハ

各分
校

教庶
務
錘

学孵健錘〉

無lb6101bZOZbdO40無|f鎚健健轍

の|季タ牛一：露竺韓１口’

:鰯J雛
〃DＣ

５６４３００３Ｉ３１Ｉ６２ｌ２］２２１９１５４１３９９］］ＩＣ５６【１

DＤＩ｡-℃

DｌＯ３７５ｑｌ５ｂ４００１１Ｕ

ゴlr48了O1r45~7ＹＥ

］２２５３１９２１０００００３１ＢＩＯｌ３Ｉ３ＩｌｌＯＢｌＯ１１００００Ｃ

E刀一Jｐｕ［乃一〃Ｊｕ［二

r1

L｣【】ど【」

ＤＭ４－（

(注）数値は大学数
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Ａ
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、

、
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あ
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|(.；１．ルダ`)’

|N、亀目｜施設と名称｜職員榊成｜職員数｜機能｜管理運営の主体’

Ｂ
2０

(66.7）
1０

(33.3）

Ｃ
８

(53.3）
７

(46.7）

計
4９

(69.0）
2２

(3ＬＯ）

胸
～
溶
餓
洲

医
務

室

保
健

室

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無

回

答

専兼非専専専無

任任

のの

常任鮮
勤任非回

の，鷲術
みみみ任勤勅答

56101520263040無
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以91419242939以
回

下人人人人人人上答

健健健救レ予そ

ン

康康康急ト訪
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撮

査断談当影種
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他

癖
健
鐘
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蛎
盛

学庶教分各無

生

務

部

保

健

校

養学回

主

部課部事部答

Ａ
1６６０３１

(61.5)(23.1)（）(11.5)（3.8）
２００４１３４３ ６６４３００３１３ 1621212219154 ３９９１１１０３

Ｂ
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計
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Ⅲ体育施設の一般開放（学外開放）について

（）内は各グループ毎，調査校を母数とした％。

開放しない理由の内容 開放の程度開放
（

、x､内

鉦
へ

回
答

そ
の

他

余
裕
が
な
い

管
理
上
の
問
題

そ
の

他

特
定
団
体
の
み

ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

中
・
高
体
育
大
会

空
い
て
い
る
と
き

授
業
課
外
活
動
以
外
の

地
域
ス
ポ
ー
ツ
行
事

一
部
特
定
施
設

毎週月不そ

に

（グ
ル

回回定の
程程

日度度期他プ

４２１１００２

７４４１１１００

０００４５

１１３７２

８６１１

１１４０１

１０

(38.6）

１４

(46.7）

１６

(61.5）

１６

(53.3）

Ａ

Ｂ

４６０１４

(26.7）
１０００１２ ０００２１0１１

(73.3）
Ｃ

(6f`)’1２６２２２２２１１
2３１６ １３３１３２８

(31.4）

１ ８
計

(注）数値は大学数

第四部課外活動に関する事項

Ｉ課外体育活動組織について

１）運動部の組織（）内は各グループ毎，調査校を母数とした96。

体
僕

建
の

ＩＨＩ

自ｊＭｉｈ

５
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2）同好会及び体育・スポーツ行事のための組織（）内は各グループ毎，調査校を母数とした％。
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Ⅱ運動部・同好会・スポーツ行事の種目について

１）運動部
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2）同 好 会
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Ⅲ個人の自主的体育・スポーツ活動について

（）内は各グループ毎誹及び全調査校を母数とした％。
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第五部改革状況に関する事項

1．保健体育の改革について

大学（計）ＡＢＣ各校数に対する％
１３（３：８：２）１９（１２：２７：１３）

４９（２０：１９：１０）６９（７７：６３８６７）

５（２：１：２）７（８：３：１３）

４（１：２：１）６（４：７：７）

イ改革がなされた

ロ現在検討中

'、改革の気運がある

二気運もない

2．（イ)の具体的内容と問題点

｛蕊洲ｉ･定クラス制をやめ選択必修制に改めた

､選択の幅を拡げた６（２：

・１教官，１種目当り学生数の減少（小人数制）３（１：

.実技に集中方式と通常方式を組み合わせ履習させるように

した３（Ｏ：

・１年次より３年次まで履習させるようにした１（Ｏ：

．実技（２時間）と講義（１時間）を組み合わせ統合１（Ｏ：

､自主的学習の重視・指導法の改善２（Ｏ：

．視覚教材の活用ＷＴＯその他）２（Ｏ：

※問題点

･自由選択制一履習しやすい期日，種目に集中する２（Ｏ：

・管理・指導の複雑化１（08

．教官数，体育施設・設備の不備５（Ｏ：
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ａ改革をすすめる場合の具体的内容と問題点

Ａ履習方法と指導のありかたについて大学（計）ＡＢＣ各校数に対する９６

イ講義・実技の選択の幅を拡げる４２（１４：１９：９）５９（５４：６３：６０）

ロ講義の総合科目形式１７（６：１１：Ｏ）２４（２３：３７：Ｏ）

，、実技の体力別・能力別指導２６（１０：１２：４）３７（３８：４０：３７）

二実技指導と課外活動との関連２７（９：１２：６）３８（３５：４０：４０）

(1)（イ)の内容と問題点

・教官数．体育施設・設備の可能な限り開催種目をふやす３４（９８１７：８）

－１１５－



大学（計）

６（４：

２（１：

ＡＢＣ各校数に対する％

・講義の内容・種類（ゼミナールなど）をふやす

・各種の実技選択コースを設ける

※問題点

・教官数体育施設・設備の現状から限界

・無制限にふやすことは質の低下をまねき易い

・特定の種目に集中し易い

・時間割編成が難かしい

(2)（ロ)の内容と問題点

・保健体育独自の立場で総合化

・他教科との関連で総合化

※問題点

・体制づくりが困難

(3)（'､)の内容と問題点

・体力の劣る学生に対して特別コースを設ける

・運動技術の能力別クラスを設ける

・指導の過程で個人差を考慮する

※問題点

・人数の点でうまくいかない

・時間割り編成が困難

・指導スタッフの不足，施設・_用具の不備

(4)（二)の内容と問題点

・正課体育と課外体育との関連の強化

・自発的体育活動への指導

・スポーツ教室等

・施設の提供（特に一般学生のスポーツ活動）

・全学的，管理，指導組織の確立

※問題点

・教官の負担が大きい

・学生の自治活動との関係

・体育施設の不備・不足

・運動部と一般学生の活動の調整

Ｂ実技種目のありかた

イ高校履習種目を中心に

ロ高校履習以外の種目を中心に
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大学（計）ＡＢＣ各校数に対する％

５１（１９：２０：１２）７１（７３：６７：８０）

７（２：１：４）１１（７：３：２７）

’、野外活動

二その他の形式，実技種目の開講

(1)〈イル)の内容と問題点

・既習種目（中，高）を中心に開講

・社会人として将来必要な末修種目中心に開講

・既習種目と末修種目を半存とする

．別にこだわらない

※問題点

・教官数，体育施設の不備，不足

(2)（'､)野外活動

・正課として実施

．課外として実施

・検討中

・問題が多く実施できない

※問題点

学生の経済的負担が大きい

種目，指導管理上の問題が多い

(3)（二)の具体的内容と問題点

・総合コースの開講

・運動部活動を一定の範囲で正課にくり入れる

・３，４年生に野外活動を必修化

・一般学生に，週２回（２時間）の自由練習時間を

（学生は自主的に練習，その成果を評価し，正課

の単位に－部くりこむ）
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4．大学体育の問題点および要望事項

･体育施設の整備・拡充

･定員増

･施設管理，保繕費の増額と職員の定員化

･研究費，関係経費の増額

･野外活動の予算化

･傷害保険の早期確立

･正課体育の４年間施設，そのための条件整備
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大学詩１．Ａ
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※施設についての要望（種別）

・室内プールの設置
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Ｉ一般教育と教養課程に関する実情調査について

昭和46年４月14日

まえがき

新制大学の理念の中核をになうものとされた一般教育の再検討は，今日，大学改革の中心的課題の

一つであります。これに関連して，大学における専門課程と教養課程の関係，いわゆる基礎教育の位

置づけ，ないしは低学年教育のあり方について，抜本的に再検討を加え，その改善・充実を計ること

は，焦眉の課題となっています。

こうした重要問題に対して，高い理念とすぐれた現実性をもち，しかも長期的展望に立った解答を

用意するためには，まず，現在における一般教育および教養課程の実情を的確に調査し，その長所を

とらえるとともに，その充実をさまたげてきた制度的（行政・財政など）および社会的な原因が，ど

こにあるかを明らかにしなければなりません。また，この改善を計るためには，これまで各大学で試

みられた充実のための努力のあとを，具体的に調査ナるとともに，実施しようとして実施できなかっ

た計画案についても，十分に再検討しておくことが，大切であると考えます。

今回，本特別委員会は．一般教育等（教養課程）の改善を計る前提として，次の六点にポイントを

置いた実態調査を実施する計画をたてました。いずれも実情を正確に把握するための計画であり，一

般教育等の充実をはかるための基礎資料として，重要だと考えておりますので，貴学の積極的な御協

力をお願い申し上げます。

Ａ教養課程の学生数に対する，教育施設・設備の充実度と，教職員数の実状。

Ｂ一般教育等（外国語・保健体育を含む）の担当教官が，研究上ならびに教育上おかれている諸条

件，とくに専門教育担当教官との格差およびその改善への方法。

Ｃカリキュラム・教官の配置など，教育計画上での専門課程と教養課程の断絶。

Ｄいわゆる基礎教育が教養課程において占める割合と，一般教育への影響。

Ｅ大学全体として，教養課程に対して示した特別な配慮，とくに教職員定員・予算配分などにおけ

る，学内操作による優遇処置，ならびにその限界。

Ｆ大学改革の中で実施され，立案され，又は提案された一般教育等の改善計画。

以下，特に記した場合のほかは，1970年度の実情，又は1971年４月20日現在での実情について，ご

回答いただければ幸いです。ご回答の内容につきましては，日本の国立大学の状況を知る素材として

活用し，統計化または類型化して，一般的な形に組みなおしたものを公表いたしますが，各大学別の

ご回答をそのままの形で公にすることはいたしません。いわば，国勢調査書のように，ご回答内容そ

のものは，決して洩れる恐れがございませんので，念のため申添えます。

Ｉ部局または組織

資学における一般教育（教養課程）担当の部局または組織は，次のいずれでしょうか。
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１）教養部

２）教養学部

３）文理学部

４）教育学部

５）その他の学部（学部名をお書き下さい）

６）一般教育委員会

７）その他の組織（具体的にお書き下さい）

Ⅱ専任教官の配当

貴学の一般教育等（教養課程）の担当教官はどのような立場で，その任務に当っていられるので

しょうか。

１）Ｉの各部局（又は組織）の専任教官として固定されている。

２）全学的なローテーションにより，交代で専任教官となる。

３）学部内のローテーションにより，交代で専任教官となる。

４）一部の教官は固定しているが，一部は交代で専任教官となる。

５）専門課程と教養課程を区別せず，原則として全教官が両者を担当する。

６）形式的には一般教育担当教官をおくが，実質的には例外を除き，全教官が専門・一般の両課程

を担当する。

７）その他（具体的にお書き下さい）

Ⅲ教官数

一般教育等担当教官の数について

１）専任教官数（下欄省略，２１頁参照）

２）学内併任教官数

３）非常勤教官数（下欄省略，21,22頁参照）

４）専門・一般教育の区別はないが．現実に一般教育を受持っている教官の総数

Ⅳ職員数

一般教育担当の職員数について

１）専任職員（下欄省略，２１頁参照）

２）併任職員数名

３）非常勤職員数名

４）臨時職員数名

５）専門教育との区別はないが．現実に教養課程の事務を担当している職員の総数名

Ｖ学生数と教職員数

つぎの各年度の４月現在における一般教育担当の構成員実数（下欄省略，２１～23頁参照）

Ⅵカリキュラム

１）各学年における専門教育と一般教育の割合（授業時間帯または時間割による比較）（下欄省略
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２６，２７頁参照）

２）教官区分から見た専門教育と一般教育等の断絶について

昭和46年４月現在の実数

（ｲ）一般教育等の授業の総コマ数

うち，一般教育専任教官担当のものコマ

うち，専門教育専任教官担当のものコマ

教官団として両者を区別しない場合の一般教育の総数コマ

（ﾛ）専門課程担当教官による一般教育等の授業の総コマ数コマ

い）一般教育等担当教官による学内専門課程の教育の総コマ数コマ

Ⅶ教育施設（下欄省略）

Ⅷ教官の研究条件（1968～70年度３か年の合計数）

１）文部省在外研究員

長期名短期名

２）文部省以外の在外研究資金（外国からの招待をふくむ）による外国出張者または留学者（下欄

省略，３１頁参照）

３）私費による在外研修者または留学者の数（下欄省略，３１頁参照）

４）文部省科学研究費を受けた研究担当者の数（分担者，補助者を含まない）（下欄省略，３１頁表

２６参照）

５）文部省以外の省庁，学振，県，その他から，科学研究饗・奨励研究費等を受けたもの，または

外国から研究助成金等を受けたもの，ないしは以上に準ずるもの。（下欄省略，３１頁表26参照）

６）大学院を兼担する教官の数（下欄省略，３０頁表25参照）

７）博士（新制・旧制を含む）の学位を有するものの数（下欄省略，３０頁表24参照）

８）一般教育等の部局に付属する研究施設等（具体的な名称とその専任教官数をあげて下さい）

イ付属研究所

ロ付属研究施設

′、付属実験所・天文台など

二付属動・植物園など

ホ付属博物館・美術館・図書館・文書館など

へ体育館など

９）一般教育等の部局が有する重要な研究機材（有するときは○をつけて下さい）

イ電算機

ロ大型実験装置（サイクロトロン等）

，、大型設備（大型電子顕微鏡等）

二その他（具体的に記入して下さい）

１０）一般教育等の部局が有する特殊文庫（文庫名を列挙し，その蔵書の概数をお知らせ下さい）
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１１）一般教育等の部局が発行している紀要等（下欄省略，３２頁参照）

Ⅸ基礎教育科目

１）基礎教育の授業回数（自然科学のみ）

ａ各学部から基礎教育科目として指定された授業科目と，その単位数

ｂａのうち，一般教育（３科目８単位）の枠を超えているものの単位数

ｃ基礎教育のため，学部専門教官が担当している授業の総回数

ｄ同上，一般教育専任教官が担当している授業の総回数（次の表に記入して下さ

い）（次表省略，２７頁参照）

２）基礎教育とはいわないが，学部要望単位として．普通の一般教育の授業以外に，いわゆる学部

の下請的な講義を行なっている場合は，その授業科目および授業コマ数（下欄省略，２７頁参照）

Ｘ授業

１）教官（専任講師以上）の授業＝マ数（平均）（下欄省略，２７～28頁参照）

２）一般教育等の授業形態（46年度授業のコマ数）（下欄省略，２４～25頁参照）

虹厚生補導（一般教育関係のみ）

１）チユーター制（クラス担任等を含む）等により，教官が学生補導の責任をもつ場合は，その教

官数，平均担当学生数。

２）学生委員など，厚生補導または課外活動のために作られた学内（又は部内）の役職についてい

る教官の総数。

３）学生相談室の有無。

それがある場合は，専任教職員の数，年間相談件数，予算額，主な事業。

４）保健管理センター，健康相談室，学生診療室などの有無。

ある場合は，その名称と機構，専任教職員の数，年間相談件数，予算額，主な事業。

５）サークル顧問，学生団体世話人（部長，監督を含む）などを担当している教官の総数。

６）厚生補導のための特別企画の有無。

ある場合はその名称（例えば，合宿訓練・オリエンテーション行事・幹部教育・新聞雑誌また

はパンフレットの編集発行等）とその予算額，関係教官総数

７）大学祭，学部祭，教養部祭など，大学における学生行事の責任者に任じている教官の総数。

８）学生寄宿舎・学生会館・山小屋・臨海教育施設，その他の厚生補導施設の名称，その各々の専

任教職員数および顧問教官数・年間予算額

９）以上のほか，重要な補導行事・施設等の名称とそれぞれの関係教職員数。

Ⅶ大学経費その他

１）教養課程（一般教育等）のため，文部省の秋算基準以外に，学内操作により別途協力している

場合は，その方法を具体的に記して下さい。

２）後援会・後援財団その他の方法で，教義課程に財政的な援助をあたえている場合は，その内容

を記して下さい。
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３）教養課程のため（一般教育等教官のためのものを含む）の後援団体があれＩ１

ＸｍＩ大学改革

一般教育等の改善案が，何らかの形で，まとめられている場合（草案を含む）

どを添付されたい。

X[Ｖその他

大学一覧・学生便覧・その他これに準ずるものをプ各一部寄贈して下さい。

の後援団体があればその内容。

は,7その計画書な
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Ｈ一般教育と教養課程に関する実I情調査アンケート

（第二次）

昭和47年２月14日

まえがき

当委員会は，昨年３月一般教育と教養課程に関する実情調査を計画しましたが，全国の国立大学の

ご協力により，同年'１月第一次報告をまとめ，同報告書はすでにお手許まで届いていると思います。

今回，前回の調査における若干の項目について，質問方法を改善し，重ねておたずね申し上げるこ

とになりました。また，中教審の答申が出るなど，若干，事情が変化して来ました為，前回の質問表

になかった項目を追加させていただき，これによって問題点を更に明確にすることを企画いたしまし

たので恐縮ながら何分のご協力をお願い申し上げる次第です。

今回の稠査結果を集計し，前回のと合わせて，本報告を作製いたしますのでご回答は３月20日まで

にお願い申し上げます。

Ｉ一般教育組織

１）教官組織

貴学における，一般教育（教養課程）のための教官組織は，以下のいずれに該当しますか。一

つだけを選んで○印をつけて下さい。

Ａ一般教育のための部局（教養部，東京大学教養学部を含む）を有する。

Ｂ一般教育のための部局はないが，（単なる名目ではなく）実質的な意味で，相当数の一般教

育専任教官を配置している。

ｃ実質的には，一般教育担当教官と専門教育担当教官を区別していない。

Ｄその他（）。

２）学生組織

賞学における一般教育組織について，学生の取り扱いは，以下のいずれに該当しますか。－つ

だけを選んで○印をつけて下さい。

Ｅ一般教育のための部局（教養部等）を有し，学生は一定期間これに所属する。

Ｆ一般教育のための部局はないが，実質的な意味で，一般教育の課程にある学生と，専門課程

の学生とが区別される。（一般教育のための分校，校舎等を持つ）

Ｇ一般教育課程の学生と専門課程の学生とを区別していない。

Ｈその他（）。

Ⅱ教養課程在籍期間

※この項については，設問ＩのＧに該当する大学は，ご回答下さらなくて結構です。

貴学における学生の学籍は，制度上原則として，入学後何年間教養課程（教養部等）におかれる
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ことになっていますか。学部別，昼夜間別に記入して下さい。（下欄省略，１８頁参照）

、全学教職員数及び学生数（昭和46年５月１日現在）

※この項について，お手元に資料がない場合は，お手数ですが，事務局等へご照会のうえ，ご

回答下さい。（下欄省略，２１頁参照）

Ⅳ一般教育等担当教職員数及び教養課程在籍学生数（昭和46年５月１日現在）

※この項については，設問ＩのＣ及びＧに該当の大学は，ご回答下さらなくて結構です。（下

欄省略，２１頁参照）

Ｖ一般教育等の授業コマ数（昭和46年４月現在）

１）系列別授業形態別（一般教育等）授業コマ数（下欄省略，２４，２５頁参照）

２）担当者別（一般教育等）授業コマ数

〔Ａ、Ｂ類型大学の場合〕※以下は設問ＩのＡ及びＢに該当する大学が記入して下さい。（下

欄省略，２６頁参照）

（※この項の合計が，前項１）の合計と一致することをご確認下さい。）

〔Ｃ類型大学の場合〕※以下は，設問ＩのＣに該当する大学が記入して下さい。（下欄省略，

２６頁参照）

（※この項の合計が，前項１）の合計と一致することをご確認下さい。）

〔Ｄ類型大学の場合〕※設問ＩのＤに該当する大学生は，上記Ａ，Ｂ類型大学向け，またはＣ

類型大学向けのいずれかに，適宜ご記入下さい。

Ⅵ単位認定について，次の設問につき該当を○で示して下さい。

ａ本来一般教育の授業でもあり，専門教育の授業でもある講義を設けている。

ｂ専門教育の授業を一般教育の単位として認定する場合がある。

ｃ一般教育の授業を専門教育の単位として認定する場合がある。

Ⅶ貴学では一・二年次の学生に対して，専門教育のための特別な教育活動を行なっておられるでし

ょうか。該当を○で示して下さい。（下欄省略，３３頁参照）

Ⅷ貴学では三・四年次学生を対象として，一般教育のための特別の教育活動を行なっておられるで

しょうか。該当を○で示して下さい。（下欄省略，３４頁参照）

Ⅸ貴学では，一般教育と専門教育の区別を実質上廃止し，両者を区別することなく総合的に単位を

取得させるが，形式上，大学卒業に必要な単位をそろえるために両者に分類する方法を採られてい

るでしょうか。該当を○で示して下さい。（下欄省略，３５頁参照）

Ｘ貴学では一般教育において，教官と学生の学問的交流を促すために，特別な教育制度を設けてい

られるでしょうか。該当を○で示して下さい。（下欄省略，３６頁参照）

虹貴学には一般教育科目のため，教官が指導を行なっている学生の学術的研究会があるでしょう

か。但し，専門学科に付属した研究会や，単なる職業的訓練のための研究会ないしは趣味・娯

楽・スポーツ等のための研究会は除外いたします。例えば，哲学科学生以外の学生が，参加してい

る学生哲学研究会の類です。こうした団体がある場合は，次の表に，書き入れて下さい。出来得れ
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ぱ学生数を記入して下さい。（下棚省略，３７頁参照）

皿貴学では,i学生の研究会(前項）を脊成強化款ろために，

力｡。（下欄省略，３８頁参照）

X､［貴学では大学自体が主催して，学生の教養に寄与するた｜

か。該当を○で示して下さい。（下欄省略，３９頁参照）

何らかの処置をとられているでしょう

学生の教養に寄与するための特別企画を実施されているでしょう

供
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Ⅲ教養課程における外国語教育の実情調査アンケート

昭和46年４月14日

当委員会は，一般的な実情調査にもとづいて教養課程に関する改革案を検討中であります。とく

に，外国語教育については，従来の不備を補い，新しい時代に応じた効果的な教育をおこなうために

も，各大学における実情を十分に把握する必要があると思います。つきましては，ご多用中まことに

恐縮ですが，つぎに示す各項目について貴学のご回答をたまわりたく，積極的なご協力をお願い申し

上げます。

つぎの各質問事項について，該当する記号（イ．ロ．′､…）に○をつけ，また，空欄（カッコ内）

に適宜お答えをご記入下さるようお願いいたします。ご回答はすべて昭和46年４月20日現在の時点に

おいてご記入下さい。

第一部

教官に関する質問事項

Ｉ外国語担当教官の所属について

イ．教養部もしくは教養学部に所属している。

ロ．文学部，文理学部もしくは教育学部に所属している。

ハ．その他の各種学部に分散して所属している。

二．いかなる学部にも所属せず，人文社会系列の教官グループの一部として独立している。

ホ．その他〔〕。

Ⅱ外国語担当教官の員数（実員数）

教官実員数を下表にご記入下さい。（下表省略，５５～58頁参照）

Ⅲ外国語担当教官の授業負担について

１）１週間の授業回数（いわゆるコマ数または枠数）は，平均して次表のようになる。

下表に回数をご記入下さい。（下表省略，５９～61頁参照）

２）教養課程の外国語の授業以外に講義演習等を学内で担当している教官数は（）名であ

り，その講義・演習等の授業回数は１週間に計（）回である。

上記の場合，外国語授業の負担は。

イ．その分だけ軽減される

ロ．若干軽減される

′､、軽減されない

二．軽減されるか否かは年度の状況によって異なる
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３）１回の時間数は〔50分以下，５０分，６０分，７０分，８０分，９０分，100分，110分，120分〕であ

る。

（上記の数字中，該当のものに○印を付して下さい）

（注）外国語の種類によって授業負担数が，いちじるしく異なる場合には．以下にその実状をご記

入下さい。

Ⅳ外国語担当教官の研究条件について

１）海外における研究旅行もしくは留学等いわゆる在外研究に従事した経験のある教官数。

（注）渡航回数の多い教官の場合には，総計年数により記入のこと。

２）任地を離れて，いわゆる国内研修をした教官数°

下表に該当教官数をご記入下さい。（下表省略，６３～64頁参照）

Ｖ外国語担当教官の新規採用に際して

１）困難があるか（該当欄に○印を記入して下さい）

イ．ほとんど困難はないロ．やや困難′､．きわめて困難

（下表省略，６４～65頁参照）

２）困難な理由

イ．地域的理由

ロ．経済的理由

へ研究条件の利，不利

二．その他

３）採用の方法について

イ．公募による

ロ．学内教官の推薦による

，､、その他

第二部

学生に関する質問事項

Ｉ外国語の種類と単位数

１）貴学で開講している外国語の種類

イ．英語ロ．独言五 ハ．仏語ロロ

ホ．中国語へ．スペイン語卜．ラテン語

り．その他（）

２）卒業要件として，このうちどの外国語を何単位課しているか。

３）卒業要件となる外国語の選択について

なんらかの制限（例えば一つの外国語は必ず英語である等）はあるか。

４）必修外国語必要単位数以上の外国語履修状況
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下表に大略の学生数をご記入下さい。（下表省略，６８頁参照）

Ⅱ外国語の履修方法および授業内容について

１）外国語の履修方法

下表の該当欄に○印をつけて下さい。（下表省略，６８～69頁参照）

（注）以上は．正規のカリキュラムの場合を指すのであって，単位未修了者を対象とするよう戟

特殊なケースは含まない。

２）授業の内容

外国語授業の内容に関し，下表の該当欄に○印をおつけ下さい。（下表省略，６９～70頁参照）

Ⅲ外国語の学習条件について

１）クラス編成の方法

下表の該当欄に，○印をおつけ下さい。（下表省略，７１頁参照）

２）卒業要件となる外国語のクラスの大きさとその数

下表の該当欄にクラス数をご記入下さい（下表省略，７２～73頁参照）

Ⅳ入学試験について

１）入学試験に音声面の能力テスト（例えば，ヒアリング，デイクティション等）が行なわれてい

るか下表の該当欄に○印をおつけ下さい。（英語以外において実施されている場は，その外国語

名を記入下さい）（下表省略，７３頁参照）

２）高校における第２外国語を入学試験科目中に加えているか。

イ．加えている。ロ．加えていない。

加えている場合その数は

（）語受験者総数（）名中（）名

（）語〃（）〃（）名

第 部

施股に関する質問事項

Ｉランゲージ・ラボラトリー（ＬＬ.）について

１）ＬＬ・の有無

イ．ある。ロ．ない。

２）ＬＬ.がある場合，その所属

（）

３）Ｌ､Ｌ､がある場合，その設題の時期は

昭和（）年頃

４）Ｌ,Ｌ､施設の種類と規模
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i）
座席数｜選択可能プログラム数類種

Audio-Passive

Audio-Active

Audio-Active-Comparative

ｉｉ）視覚教具（Visualaids）は，設置されているか

イ．併置されているロ．されていない

iii）解答分析装置（Analyzer）はあるか

イ．ある。ロ．ない。

５）Ｌ､Ｌ・の利用状況について

下表の該当欄に○印をつけて下さい（英，独，仏語以外の外国語については，その外国語名を

記入下さい）（下表省略，７７頁参照）

（i）非常によく，もしくはかなり利用されている場合に，貴学は下記のどのケースにあてはまり

ますか。

イ．正規の授業の中に組込まれている。

ロ．〃 組込まれてし､なし､。

′､、上記イ，ロの併用。

（iil正規授業のなかに組込まている場合に貴学はどのケースにあてはまるか。

イ．学科全体でそういうシステムを採用している。

ロ．各教官の自由に任されている。

liiil正規授業のなかに組込まれていない場合に，貴学は，どのケースにあてはまるか。

イ．学生の自由使用に任せているが，一定のプログラムを与えている。

ロ．ライブラリー・システムが行なわれている。

へ上記イ，ロを併用している。

６）ＬＬ､維持のための予算について

イ．該当予算が正式に与えられる。

ロ．学内操作によってまかなう。

ハ．その他〔〕（例えば，外国の援助等可能な範囲で具体的にお書き下さい）

７）Ｌ､Ｌ・の増設を必要としているか。

イ．いる

ロ．いない

Ⅱその他の視聴覚器具について

次のうち，どのような器具を設備しているか

イ．テープレコーダー

ロ．ヴィデオ・テープレコーダー（ＶＴＲ）
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ハ．オーバー.ヘッド勺プロジェクター（ＯＨＰ）‐

二・映写機

ホ．レーードプレイヤーロ

へ．その他（）

（）

（）

Ⅲ学習室について

外国語教育のための特別な図書室（もしくは学習室）が学生の利用に供されているか。

イ．いる厚．いない

Ⅵいわゆるランゲージ.センター（外国語教育研究所あるいはそれに類するもの）が貴学にあるか。

イ．あるロ．ない

ある場合に，

イ．その名称〔〕

ロ．実態〔〕

第四部

改革状況に関する質問事項

Ｉ外国語教育の改革について

１）最近，貴学の特に教養課程における外国語教育について何らかの改革がなされたか。

イなされたロ．現在検討中である

ハ．改革の気運がある二．気運もない

２）１）の(ｲ)の場合の具体的内容，ことにその中の問題点。＿

（なお，印刷物等の資料がありましたらお送り下さい）

３）１）の何の場合の予想される内容は，

以上の第一部～第四部にあげられた質問事項の他に，貴大学の実情にもとづいての問題点および要

望事項等がありましたら，なるべく具体的に次にご記入下さい。
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Ⅳ教養課程における保健体育の実Ｉ情調査アンケート

昭和47年２月14日

つぎの各質問事項について，ご記入ご回答下さるようお願いいたします。なお，ご回答はすべて昭

和47年１月31日現在でお願いいたします。

第 部

教官に関する質問事項

該当するものに○印をつけ，また，空欄（カッコ内）は適宜お答えをご記入下さい。

Ｉ保健体育担当教官の所属について

イ．教養部もしくは教養学部に所属している

ロ．教育学部に所属している

′､、その他の各種学部に分散して所属している

二・その他〔〕

Ⅱ保健体育担当教官の員数（実員数）

教官実員数を下表にご記入下さい。（下表省略，９７～99頁参照）

Ⅲ保健体育担当教官の授業負担について

１）１週間の授業回数（いわゆるコマ数重たは枠数）は，平均して次表のようになる。

下表に回数をご記入下さい。（下表省略，９９頁参照）

２）教養課程の保健体育の授業以外に講義演習等を学内で担当している教官数は（

あり，その講義・演習等の授業回数は１週間に計（）回である。

上記の場合，保健体育授業の負担は，

イ．その分だけ軽減される

回．若干軽減される

ハ．軽減されない

二．軽減されるか否かは年度の状況によって異なる

３）１回の時間数

該当欄に○印をつけて下さい。（下欄省略，100頁参照）

Ⅳ保健体育担当教官の研究条件について

１）海外における研究旅行もしくは留学等いわゆる在外研究に従事した経験のある教１

）名で

1）海外における研究旅行もしくは留学等いわゆる在外研究に従事した経験のある教官数

（注）渡航回数の多い教官の場合には，総計年数により記入のこと。

2）任地を離れて，いわゆる国内研修をした教官数

下表に該当教官数をご記入下さい。（現在の在職者について）（下表省略，100～101頁参照）
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Ｖ保健体育担当教官の新規採用について

１）困難があるか（該当欄に○印をつけて下さい。）（下表省略，101頁参照）

２）困難な理由

イ．地域的理由

ロ．経済的理由

ハ．研究条件の利，不利

二．その他

３）採用の方法について

イ．公募による

ロ．学内教官の推薦による

へその他

部第

学生の履修に関する質問事項

Ｉ保健体育の講義および実技について

（解答のスペースがないときには，別紙を添付して下さい。）

１）開講している保健体育講義の主題を列挙して下さい。

（例えば，健康障害に対する防護，現代スポーツ論等）

２）開設している実技の種目等について，以下にそれぞれ列挙して下さい。

Ａスポーツ種目

Ｂ特別体育種目（虚弱者等特別な体育教育を必要とするもの等）

Ｃ野外コースに関する種目

Ⅱ保健体育の履修方法について

下表の該当欄に○印をつけて下さい。（下表省略，104頁参照）

Ⅲ保健体育の学習条件について

下表の該当欄に○印をつけて下さい。

１）講義

イ．学生がかなり自由に教官を選択できる。

ロ．一般の授業クラスにしたがって行なわれる。

へその他

２）実技

イ．一般授業クラスをそのまま実技クラスとする。

ロ・数種の実技種目を示し，その範囲内で学生の自由選択により，実技クラスを編成する。

ハ・体力テスト等を実施し，その結果にもとづき能力別実技クラスを編成する。

二．体力テスト等を実施し，体力別受講コースを大別し，それぞれの受講コース内の実技種目選
一１３６－



択により実技クラスを編成する

ホ．その他

３）クラスの大きさとその数

下表の該当欄にクラス数をご記入下さい（下表省略，105頁参照）

第

施設に関する質問事項

Ｉ体育関係施設

下表の該当欄に○印をつけて下さい（下表省略，106～110頁参照）

１）運動施設について

２）トレーニング・ルーム（体育館）について

有無

収容人員：（）人

設備：ダンベル，バーベル，ウォール・プリー，ベンチ・プレス台，スクワット・ラッ

ク,エキスパンダー，ユニバーサルマシン，トランポリン，クライミング・ロープ，

インクライン・ボード，肋木，踏台，体重計，筋力計（以下省略）

問題点・希望・計画：（）

３）更衣室・ロッカー・シャワーについて

６）更衣室

有無

収容人員（）人

問題点・希望・計画：（）

（ﾛ）ロッカー

有無

個数（）人分

問題点・希望・計画：（）

ｎシャワー

有無

個数（）基温水・冷水

問題点・希望・計画：（）

４）学内体育施設・用具の管理・保繕職員について

有無

専任（）名，非常勤（）名，兼任（）名，合計（）名

問題点・希望・計画：（）

５）学内体育施設の使用・調整の機関について
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有無

構成員：（教官，職員，学生，その他）（），（）。

機能：イ．施設使用の規則の作成ロ．利用の調整，ハ．プログラムの作成と実施，

その他（）

所在：イ．全学的ロ．学部別ハ．一般教育（体育科）

二・その他（）

保健管理施設

（該当するものに○印をつけて下さい）

有無

施設の名称：イ．保健管理センター，ロ．保健室，へ医務室

二．その他（）

職員の数：専任（人)，兼任（人)，非常勤（人)，

その他（人）計（）人

機能：健康検査，健康診断，健康相談，急救手当，レントゲン撮影，予防接種，

￣●

Ⅱ

その他（）（）

管理運営の主体（具体的に部局名を記入のこと）

Ⅲ体育施設の一般開放（学外開放）について

（該当するものに○印をつけて下さい）

１）実施している

○開放の種類（具体的に種類を記入のこと）

○開放の程度イ．毎日ロ．週に１回程度ハ．月に１回程度

２）実施していない

理由：イ．開放すべきでないロ．管理に問題があるハ．余裕がない

二．その他（）

第四部

課外体育活動に関する質問事項

Ｉ課外体育活動の組織について

下欄の該当欄に○印をつけて下さい。（下欄省略，111,112頁参照）

Ⅱ運動部・同好会・スポーツ行事の種目について

下表の該当欄に○印をつけて下さい。（下表省略，113,114頁参照）

Ⅲ個人の自主的体育・スポーツ活動について

下表の該当欄に○印をつけて下さい。（下表省略，114頁参照）

（，‐一
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第五部

改革状況に関する質問事項

Ｉ保健体育の改革について

該当するものに○印をつけて下さい。

１）最近，貴学の特に教養課程における保健体育教育について何らかの改革がなされたか。

イ．なされたロ．現在検討中である

ハ．改革の気運がある二．気運もない

２）１）の(ｲ)の場合の具体的内容，ことにその中の問題点は，

（なお，印刷物等の資料がありましたらお送り下さい）

３）改革をすすめる場合の具体的内容と問題点

改革にあたっての具体的問題点をどのような視点を中心に考えられていますか。考え方として

次のような点が問題になるかと思いますが，貴学の実`情にもとづきご意見をおきかせ下さい。

該当欄に○印をつけご意見をお書き下さい。

Ａ履習方法及び指導のあり方

イ．開講講義や実技種目数を増加し学生の選択の幅を広げる。

ロ．講義に総合科目形式のものを加える。

ハ．体育実技における体力及び技能等の能力別指導の強化。

二．実技指導と課外体育活動との関連の強化。

Ｂ実技種目のあり方

イ．実技開講種目は高校までの履習種目を中心とし，高校までの要領にない種目は開かない。

開いても極く少ない範囲とする。

ロ．実技開講種目は高校までの指導要領以外の種目を中心に開講する。

へ野外活動コースを開設し，この履習を授業へ組み入れる。

二．その他の形式（または内容）の実技種目の開講。

以上の第一部～第五部にあげられた質問事項の他に，貴大学の実情にもとづいての問題点および要

望事項等がありましたら，なるぺく具体的に次にご記入下さい。

ﾛグ
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